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第１予算審査特別委員会（第１日目） 1 

H29.3.16 (木)10：00～ 2 

第 二 委 員 会 室 3 

開  会 １０：００ 4 

委員長挨拶 5 

委 員 長 皆さん、おはようございます。開会に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます 6 

が、本日朝、田村副委員長と連絡をとり合いまして、実は今定例会前から体調 7 

が思わしくないということで、本会議も欠席をされておりましたが、本日の段 8 

階でも出席がかなわないということで、皆様におわびを申し上げておきたいと 9 

いうことでしたので、お伝えをさせていただきます。 10 

         本日から４日間予算審査特別委員会が開催されますが、委員の皆様にはわかり 11 

やすい簡潔な質疑をお願いし、そして答弁者の方には真摯なお答えをお願いし 12 

たいというふうに思います。４日間よろしくお願い申し上げます。 13 

         ただいまより第１予算審査特別委員会を開会いたします。 14 

 委員動静報告 15 

委 員 長 出席委員数は８名であります。欠席の申し出は田村副委員長であります。 16 

 これより本日の会議を開きます。 17 

 本委員会に付託されました案件は、 18 

 議案第１号 平成29年度滝川市一般会計予算 19 

         議案第16号 滝川市保健福祉部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間 20 

の特例に関する条例 21 

         議案第17号 滝川市産業振興部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間 22 

の特例に関する条例 23 

         議案第18号 滝川市自転車の安全利用の促進及び自転車等の放置の防止等に関 24 

する条例 25 

         議案第19号 滝川市税条例の一部を改正する条例 26 

         議案第20号 滝川市手数料条例の一部を改正する条例 27 

         議案第21号 滝川市文化センター条例の一部を改正する条例 28 

         議案第22号 滝川市石狩川河川敷パークゴルフ場条例の一部を改正する条例 29 

         議案第23号 滝川市老人福祉センター条例の一部を改正する条例 30 

         議案第24号 滝川市丸加高原健康の郷条例の一部を改正する条例 31 

         議案第25号 滝川市住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例 32 

         議案第26号 滝川市都市公園条例の一部を改正する条例 33 

         議案第27号 滝川市老人ホーム条例を廃止する条例 34 

         議案第28号 公の施設の指定管理者の指定について（航空科学センター） 35 

         議案第29号 公の施設の指定管理者の指定について（老人福祉センター） 36 

         議案第30号 公の施設の指定管理者の指定について（ふれ愛の里（地ビール製 37 

造施設を除く。）等） 38 

         議案第31号 公の施設の指定管理者の指定について（スポーツセンター等） 39 

 以上の17件となっております。 40 

 なお、関連議案のうち、第19号及び第20号は歳入関連、それ以外の議案14件は 41 

歳出関連でありますので、ご留意願います。 42 

 次に、審査の方法について協議をいたします。 43 

 まず、日程についてですが、配付されております別紙日程表に基づいて進める 44 
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こととし、終了時間につきましては遅くとも午後４時をめどとして取り進める 45 

こととしてよろしいでしょうか。 46 

（異議なしの声あり） 47 

委 員 長 異議なしと認めます。 48 

 よって、そのように決定をいたします。 49 

 次に、審査の進め方について協議いたします。 50 

 審査の進め方ですが、歳出は款別に、歳入は一括して説明を受けた後それぞれ 51 

関連議案を含めて質疑を行うものとしますが、消防費、公債費、諸支出金、職 52 

員費、予備費につきましては科目数が少なく、関係所管も限られていることか 53 

ら、一括して審査することとし、討論、採決については最終日に行うことでよ 54 

ろしいですか。 55 

（異議なしの声あり） 56 

委 員 長 そのように決定をいたします。 57 

 なお、意見は討論の際に述べていただくことになっておりますので、質疑は簡 58 

潔に行っていただき、特に付託事件以外の質疑は行わないようにご配意願いま 59 

す。 60 

 また、答弁につきましては、部課長に限らず、内容の知り得る方で原則係長職 61 

以上の方が行ってください。なお、氏名、職名等を告げられないで答弁の許可 62 

を得た場合は、所属、職名、氏名を述べてから答弁していただきますようにお 63 

願いいたします。 64 

 次に、市長に対する総括質疑は審査日程の最終日に予定しておりますが、審査 65 

の過程で特に留保したものに限ることでよろしいでしょうか。 66 

（異議なしの声あり） 67 

委 員 長 そのように決定いたします。 68 

 次に、討論ですが、付託されております17件の議案について一括して各会派の 69 

代表の方に行ってもらうこととし、その順序は会派清新、会派みどり、新政会、 70 

公明党、日本共産党の順とすることでよろしいですか。 71 

（異議なしの声あり） 72 

委 員 長 そのように決定いたします。 73 

 なお、各会派から出されました討論要旨につきましては、後日事務局で一括整 74 

理し、議員にのみ印刷配付することになっておりますので、ご了承願います。 75 

 最後に、資料要求の関係でお諮りをいたしますが、予定される資料につきまし 76 

てはお手元に配付されております。これ以外の関係で資料要求される方はその 77 

都度要求を願い、その必要性を会議に諮り、所管部局の都合を確認した上で決 78 

定いたしたいと思いますが、よろしいですか。 79 

（異議なしの声あり） 80 

委 員 長 そのように決定いたします。 81 

 まず、冒頭に資料要求をされる方はおられますか。 82 

木  下 各コミュニティ施設の収支の一覧表をいただきたいと思います。 83 

委 員 長 確認をいたします。今の資料要求についてどうでしょうか。 84 

澤田課長補佐   ただいまの資料要求につきまして、今年度、28年度についてはまだコミュニテ 85 

ィセンターのほうの決算が終わっておりませんので、現段階では平成27年度、 86 

前年度の決算状況ということになります。昨年の６月に厚生常任委員会で資料 87 

としてお出ししたものしか今のところ資料はございませんが、この資料でよろ 88 
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しかったでしょうか。 89 

委 員 長     今のご説明では、平成27年度分についてしか出せないと。その部分はもう出て 90 

いるということなので、28年度はまだ整わないということなのですが。よろし 91 

いですか。 92 

         ほかにありますか。 93 

清  水     厚生常任委員会の資料というのは全委員が持っているものでないのと、あと直 94 

近ということで、私はそれをいただきたいと思います。 95 

委 員 長     木下委員はいらないとおっしゃっていますが、新たに清水委員が資料要求する 96 

ということですか。 97 

 そうなると清水委員の資料要求ということになりますけれども、よろしいです 98 

か。お出しすることはできますか。 99 

澤田課長補佐   用意しておりますので、提出できます。 100 

委 員 長     ほかに資料要求ございますか。 101 

清  水     起債残高の概要についてなのですが、予算書の443ページから445ページに残高 102 

に関する資料はつけられているのですが、それぞれ款別にまとめたりしている 103 

資料なので、あるいは会計別ということなので、もう少し具体的な資料という 104 

ことで、今から言うものを要求したいと思います。 105 

         まず、主な大型施設の起債残高及び支払い利息、残りの償還年数、この３つが 106 

載っている資料ということで、大型施設の対象としては以下３点全てを満たす 107 

ということで、まず１点、起債残高が5,000万円以上のもの、２点目としては、 108 

交付税措置率が３割未満のもの、３点目としては、市庁舎、社会教育施設、学 109 

校教育施設、福祉施設の範囲。要求理由は、新年度新たな起債を起こす上で、 110 

借り入れと返済のバランスを見るということで要求したいと思います。これが 111 

１点目です。 112 

         次に、市町村分の地方交付税台帳、27年９月の26年度決算時で26年度のものは 113 

資料要求で得て、私は持っているのですが、27年度決算が既に終わっておりま 114 

すので、恐らく27年度の台帳はあると思うのですが、28年度のものももしかし 115 

たらあるのかなと。ということで、最新の市町村分地方交付税台帳。 116 

         ３点目は、新築住宅助成金の資料ですが、新しい制度ですが、会派の説明でい 117 

ただいた資料で、本当にこういうパンフレット的なものしかないので、詳しい 118 

資料が当然できていると思うのです。以上、私からは４点ということです。 119 

委 員 長     準備できるかどうか、所管はどうでしょうか。 120 

堀之内課長    起債残高の概要については、今お示しされたものについて資料を用意できます。 121 

市町村分交付税台帳についても、平成28年度のものでご用意できます。 122 

稲井主幹     新築住宅助成金の資料でございますけれども、制度の運用につきましては基本 123 

的な考え方を固めておりますので、この後で質疑でお答えしたいと思いますが、 124 

要綱の施行日を４月１日としまして、来週、３月23日ぐらいをめどに細部の文 125 

言を調整している状況でございますので、資料といたしましては会派説明のも 126 

のが現状ということでご理解をいただきたいと思います。 127 

委 員 長     どの段階でご用意できますか。 128 

堀之内課長    既に用意しておりますので、この時点で配付可能であります。 129 

委 員 長     ほかに資料要求ございますか。 130 

（なしの声あり） 131 

委 員 長     今、資料要求がございましたけれども、委員の皆様、資料要求するということ 132 
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でよろしいですか。 133 

（異議なしの声あり） 134 

委 員 長     それでは、配付できるものについては、この段階で配付をしていただきますよ 135 

うにお願いをいたします。 136 

         それでは、審査方法につきましての協議を終了し、早速審査に入りたいと思い 137 

ますが、よろしいですか。 138 

（異議なしの声あり） 139 

委 員 長     日程に従いまして審査を進めます。 140 

 総括 141 

委 員 長 最初に、総括についての説明を求めます。 142 

中島部長 （総括について説明する。） 143 

委 員 長 説明が終わりました。 144 

         これより質疑に入りますが、冒頭決定しましたように審査は款別に進めること 145 

となりますので、総括の質疑については款別質疑とならないようにご留意願い 146 

ます。質疑ございますか。 147 

木  下     ３ページ、第１表、歳入歳出予算の歳入の関係で10款地方特例交付金、平成28 148 

年度の予算につきましては1,239万円だったのですけれども、平成29年度の予算 149 

では1,400万円、差が161万円増になった要因を簡単にお願いします。 150 

         それと、同じく３ページ、第１表、歳入歳出予算の歳入の中で11款地方交付税、 151 

平成28年度の予算では71億5,203万3,000円だったけれども、平成29年度の予算 152 

においては70億2,140万2,000円、１億3,063万1,000円の減になった要因、主な 153 

ものでよろしいですから、お願いいたします。 154 

委 員 長     歳入の質疑と捉えられてもしようがないのですけれども、３ページの表でのご 155 

指定ですので、お答えをいただくようにしたいと思います。答弁を求めます。 156 

岡崎主査     まず、地方特例交付金ですけれども、これにつきましては、28年度実績を勘案 157 

しまして、さらには地方財政計画の伸びの7.7パーセント増を勘案して積算した 158 

結果が、このようにふえた結果となっております。 159 

         続きまして、地方交付税ですけれども、地方交付税につきましては、基本的に 160 

積算は平成28年度の算定資料をベースに、各費目の基礎数値を29年度予算の数 161 

値に置きかえて積算しております。その中で、例えば国勢調査人口の置きかえ 162 

による減ですとか、あと小学校ですとか中学校の児童生徒数の減、さらには公 163 

債費の関係で交付税算入がなくなったものがありますので、そのあたりをトー 164 

タルして積算したものと、あと地方財政計画の減、2.2パーセント減と示されて 165 

おりますので、そのあたりを勘案して積算した結果でございます。 166 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 167 

清  水     いただいた資料で、起債残高の概要について絞ってお聞きをします。過疎債が 168 

ない滝川市にとって交付税措置が３割以上あるものというのはかなり有利な起 169 

債ということで、それを除くということで求めたわけですが、もう少しあるか 170 

なと思ったら意外に少ないので、そこでお聞きをしたいのですけれども、公営 171 

企業の予算、決算では、起債残高の一覧表が全ての起債について出されるので 172 

す。例えば水道企業団でいうと、200項目ぐらいずらっと並ぶのです。だから、 173 

今どんな起債が残っているというのが利率も含めて一目瞭然なのですが、そう 174 

いったものはきょうの委員会の例えば休憩時間だとかに閲覧は可能でしょうか。 175 

         それと、全ての款にかかわるということでお伺いいたします。まず、電気料金 176 
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を安く買うということで既に実施をされてきているわけですが、入札による効 177 

果見込みについて伺います。まず北電との価格差、指名願提出業者数、昨年よ 178 

り新規参入業者はふえる見込みか、問題点があれば伺います。 179 

         次、市の臨時職員についてですが、障害者枠は何名設けているか、新卒者枠は 180 

何名設けているか、勤続年数１年未満、１年以上５年未満、５年以上で人数を 181 

伺います。 182 

         臨時職員について、次は、賃金について伺います。看護師、保育士、調理師、 183 

一般事務職員に絞って、新年度の時間当たりの賃金単価について伺います。前 184 

年度より何円アップしているのか、また北海道地域の全体のアップ額との比較 185 

について伺います。北海道の最低賃金との比較です。 186 

         次に、臨時職員については育児介護休業法の対象外になっていますが、これは 187 

なぜなのかを伺いたいと思います。まず根拠法令、改善の見込み、独自実施し 188 

ている自治体はないのか。 189 

         続きまして、定住自立圏についてですが、定住自立圏共生ビジョン、26年度か 190 

ら30年度の第２回変更が２月に示されました。そこで、まず29年度に取り組み 191 

を強化する主な内容、そのための予算措置の概要について伺います。 192 

         第三セクターについてですが、第三セクター経営健全化のため、新年度に第三 193 

セクターから購入する財産はあるか、貸付残高、債務補償、損失補償などで契 194 

約上変更されるものはあるか伺います。 195 

         人件費補助ですが、人件費を補助している５団体に対する人件費補助額の前年 196 

度比較を伺います。 197 

         電子申請ですが、電子申請が27年度からできるようになりました。31の手続が 198 

ありますが、まず手続数、利用者数などの見込みについて、次に電子手続に要 199 

する庁舎側のハードの概要と維持管理費。 200 

         山本正信議員の代表質問の答弁で、丸加伝習館が26年で、これを廃止するとな 201 

ったら補助金返還の問題が起きると。今から20年前より昔に建った施設です。 202 

平成９年とか、そこは余り細かく言いませんけれども、約20年前に建てた施設 203 

で、いまだにその施設を廃止するような場合補助金の返還が求められる施設と 204 

いうのは、そんなにないとは思うのだけれども、答弁いただければと思います。 205 

委 員 長     確認なのですが、１点目の公営企業の関係の一覧表の閲覧というのは、それを 206 

見て、どうしようということですか。 207 

清  水     公営企業の決算書になると思うのですが、残っている起債ごとの一覧が載って 208 

いるのです。それが一般会計には出されないので、しかし当然資料というか、 209 

データはあると思うので、それが見られる形になっていれば閲覧できないかと 210 

いうことです。 211 

堀之内課長    まず、起債の台帳についてはシステム化されておりますので、システムを見な 212 

ければならないというのがまず１点。それと、私の記憶なのですけれども、本 213 

数は多分600とか800とか、それを見られるということでしょうか。 214 

委 員 長     特にどの部分を知りたいのかということなのです。いかがですか。 215 

清  水     まだ３パーセント以上の利息が残っているのがかなりあるはずなのです。それ 216 

と、最近借りている起債が、10年ぐらいの期間で借りているのと長期、25年、 217 

30年で借りているのと、また借り先も市内金融機関も含めてさまざま、そうい 218 

ったものを見たいのですけれども、システム上ということであれば紙に印刷し 219 

ていただかなければ見れないので、この場では資料要求という形で見れるよう 220 
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にしていただくと。600といったって、ページ数でいったら30ページぐらいもあ 221 

ればできるのかなと思いますので、それほどのことではないと思います。資料 222 

要求ということでしたいと思います。 223 

委 員 長     休憩します。 224 

休  憩 １０：３５ 225 

再  開 １０：３７ 226 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開します。 227 

         今、休憩中に確認をしたところ、膨大な作業、量になるということですので、 228 

その点についてはご了承いただけますか。 229 

清  水     取り下げます。 230 

委 員 長     それでは、質疑に対する答弁を求めます。 231 

遠藤係長     電力入札の関係について答弁させていただきます。北電との価格差ということ 232 

ですが、平成28年７月に入札を行っておりまして、入札の結果、1,510万円程度 233 

の削減が見込める状況になっております。これを新年度予算に反映をしており 234 

ます。 235 

         指名願の提出業者数ということですが、去る２月２日から２月17日までに平成 236 

29年度と30年度の入札参加者の登録を行っておりまして、前回の３社登録から 237 

今回５社登録にふえております。昨年より新規の参入業者がふえる見込みかと 238 

いうことですが、先ほどお答えしましたとおり、２社ふえております。問題点 239 

があればということですが、現在導入から１年半ほど経過しておりますが、特 240 

に大きな問題、トラブルは発生しておりませんので、問題点と考えていること 241 

は現在のところございません。 242 

須藤係長     私のほうからは、臨時職員に係る質疑ということで、大きく３点についてお答 243 

えをさせていただきます。 244 

         まず、人数の関係でございますけれども、その中の１点目、障害者枠というこ 245 

とでありますけれども、特段現在、障害者枠というのは設けてはおりませんけ 246 

れども、28年度で12名の方を雇用している状況でありますので、その12名の分 247 

の予算を29年度において計上している状況であります。また、新卒者の枠につ 248 

きましては、最近の就職状況、就職率が98パーセントを超えているという状況 249 

も鑑みて、新卒者の枠は特に設けていないというのが現状であります。しかし 250 

ながら、臨時職員の登録があれば、そこは積極的に所管にもご案内をしていき 251 

たいと考えております。最後、人数の関係でいきますと、３月末現在の、まず 252 

１年未満の人数ということで26名、１年以上５年未満で47名、５年以上で25名 253 

というような状況になっております。 254 

         次に、賃金の関係でございますけれども、まず昨年10月に北海道の最低賃金が 255 

発効されております。平成27年の764円に対しまして786円ということで、北海 256 

道の最低賃金は22円の増ということにまずなっております。こういうことを鑑 257 

みて、滝川市の臨時職員についてですけれども、まず看護師であります。一般 258 

会計ベースの中央老人福祉センターの看護師を参考にさせていただきますけれ 259 

ども、1,250円から1,275円、25円の増となっております。次に、保育士、職員 260 

代替の金額でありますけれども、920円から960円の40円増ということで、こち 261 

らについては清水委員のほうから定例会等でご指摘がありましたので、そうい 262 

うことも鑑みて40円の増ということにさせていただいております。調理師です。 263 

805円から830円、25円の増。一般事務職、786円から810円、24円の増でありま 264 
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すけれども、１円の差については、平成28年10月、昨年の10月、最低賃金が変 265 

わったときに既に対応済みということで、24円の増となっております。 266 

         最後に、育児介護休業法の対象外の関係でありますけれども、まず根拠法令で 267 

ございます。地方公務員の育児休業等に関する法律の中で、臨時的に任用され 268 

る職員は除かれているという状況でございます。改善の見込みですけれども、 269 

法律におきまして現在対象外とされている状況でありますので、現時点では改 270 

善の見込みというのはないのかなと考えております。しかしながら、現在国に 271 

おきまして議論をされていますけれども、臨時職員の定義や制度が明確化され 272 

る中において滝川市の臨時職員の身分というものが変わる状況になれば、育児 273 

休業の取得の可能性もあるのではないかなと考えております。最後、独自に実 274 

施している自治体はあるのかというご質疑でありますけれども、法律で対象外 275 

とされている状況でありますので、ほかの自治体の状況までは調べていないと 276 

いうのが現状でありますけれども、基本的には実施している自治体はないので 277 

はないかなと考えております。 278 

藤司係長     定住自立圏に関する質疑にお答えさせていただきます。ご質疑ございました29 279 

年度に取り組みを強化する主な内容、そのための予算措置の主な内容について 280 

ですが、２点ほど説明させていただきます。 281 

         まず、１点目ですが、28年度におきまして中空知５市５町において防災協定を 282 

締結し、防災力を高めるとともに消防力の強化も必要と再認識したことから、 283 

定住自立圏形成協定を変更し、連携する政策分野としまして、これまでの防災 284 

を防災消防としまして消防を新たに追加し、また定住自立圏の具体的な取り組 285 

みを示しますビジョンにおきましても消防相互応援体制の整備を追加しました。 286 

具体的な内容としましては、これまで実施しておりました消防団員が合同訓練 287 

を行います消防団員連携交流事業につきまして、定住自立圏におきます事業と 288 

しまして改めてビジョンに明記したほか、また平常時から情報交換などを進め 289 

ることなどから消防力の強化を図るものとしております。なお、消防団員連携 290 

交流事業の予算措置につきましては消防費において計上しておりますので、総 291 

務費では計上しておりません。また、情報交換に関しましては情報連絡会議を 292 

予定しておりますが、経費がかかるものではございませんので、こちらについ 293 

ても予算措置は行っておりません。 294 

         ２点目でございますが、28年度におきまして中空知５市５町が連携して実施し 295 

ました仕事の魅力発信と総合的な就業移住事業に取り組み、就業移住ツアーや 296 

学生の地元定着プログラムなどを実施したことによりできました広域的な連携 297 

の基盤を生かしまして、29年度におきましては、28年度に制作、公開しました 298 

ホームページなどの情報発信媒体を活用して、中空知圏域をめぐるツアーや合 299 

同企業説明会などの広域連携による取り組みを強化してまいります。予算措置 300 

につきましては、中空知の各市町がそれぞれ70万円ずつ計上し、合計700万円の 301 

事業を予定しております。そのため滝川市では70万円を予算措置しております。 302 

壽崎係長     第三セクターの関係の質疑にお答えさせていただきます。 303 

         まず、第三セクターから購入する財産はあるのかですが、財産の予定はござい 304 

ません。 305 

         ２つ目、貸付残高、債務補償等の契約上変更されるものはあるのかとの質疑で 306 

ございますが、滝川振興公社におきまして前年度より貸付残高におきまして800 307 

万円減となったところですが、契約上変更するものはございません。 308 



- ８ - 

 

田上課長補佐   人件費補助についてのご質疑でしたが、平成28年第２回定例会のときにお話し 309 

しました５団体についてのお話ということでよろしかったでしょうか。こちら 310 

につきましては、滝川市福祉協議会補助金の中で人件費ですが、28年の予算と 311 

同様1,516万1,000円、滝川市体育協会運営管理費補助金のうち人件費として28 312 

年同様2,612万円、滝川市生涯学習振興会補助金のうち人件費分637万8,000円、 313 

滝川市国際交流協会補助金、人件費分として250万円、滝川観光協会補助金のう 314 

ち人件費370万円となっております。 315 

安田係長     まず、１点目の手続数、利用者数などについてということですけれども、まず 316 

サービス提供しております電子申請システムについては、道内の自治体で平成 317 

17年度にシステム構築して、共同で運用してきております。手続数については 318 

年度によって増減はあるものの、30程度の手続を提供しております。利用とし 319 

ては、平成27年度は14件、平成28年度は今のところ16件が利用されているとこ 320 

ろです。 321 

         ２点目、電子手続に要する庁舎側のハードの概要と維持管理費についてという 322 

ことですけれども、電子申請手続に要する経費につきましては、住基カードに 323 

電子証明を付与する公的個人認証の機器を平成28年５月までリースで利用して 324 

いたところですけれども、個人番号カードに電子証明が標準搭載となったこと 325 

でこのシステムが必要なくなったところから、予算計上はしていないところで 326 

す。電子自治体共同システム運用保守につきましては、システムの基盤に係る 327 

保守も含んでおりますけれども、200万7,000円を計上しているところです。 328 

委 員 長     確認をしながら答弁を求めたいのですが、質疑が、20年前ぐらいに建てられた 329 

公共施設で、閉鎖などがあった場合に補助金の返還を求められる施設を挙げて 330 

ほしいというような趣旨でよろしいですか。20年前以上ということですね。そ 331 

れでお答えできますか。 332 

高橋係長     手元に資料がないので、私の記憶の範囲でお答えさせていただきます。 333 

         まず、補助金適化法に基づく財産処分になりますけれども、これは各省庁の大 334 

臣が承認をすることになっております。これらの承認基準につきましては、省 335 

庁ごとの恐らく内規等々で定められていることになりますので、私の手元で全 336 

ての承認基準を持っているものはないのです。その中で国庫への返還を条件に 337 

承認されるものについては、例えば有償譲渡をする、有償賃貸をするといった 338 

財産処分というのも考えられますし、また地域にそういった機能のものが充足 339 

していない場合にうまく承認がおりないというケースもあるかもしれません。 340 

ということで、どの施設が20年を越えて補助金を返せと言われるかどうかとい 341 

うのは、処分したときのまちの状況並びに処分の条件によって条件が変わって 342 

くると思っております。 343 

清  水     電気料金、臨時職員については了解をいたしました。 344 

         定住自立圏なのですけれども、今お聞きした中で、消防費は基本的にここでは 345 

審査しないのだけれども、消防費で定住自立圏の関係の消防力強化で幾ら計上 346 

されているのか。 347 

         それと、ツアーの実施で70万円です。滝川市は中心市として毎年特別交付税で 348 

5,000万円以上もらっているのかと思いますが、これに対して支出はせいぜい150 349 

万円とか200万円ということで理解をしてよろしいのか伺います。 350 

         人件費補助については、基本的にこの５年間とか金額の変更はしないというよ 351 

うな基本方針を持っているのか、それともことしは変更しないけれども、例え 352 
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ば対象団体の事業が拡張されるとかというときには見直す場合もあるとか、そ 353 

ういう基本的な姿勢について伺います。 354 

         最後、電子申請なのですが、結局住基カードに附属するようになったので、特 355 

別なことは要らないと。住基カードを入れれば三十幾つの電子申請ができるも 356 

のはできるのだという答弁だったと思うのですけれども、費用対効果でいうと、 357 

ちょっと聞き取れなかったのだけれども、最後、200万円ぐらいのことを言われ 358 

たと思うのですけれども、それは住基カードに関するハード的な維持経費だと 359 

把握していいのか。 360 

委 員 長     再質疑の答弁なのですが、清水委員、３つ目の人件費補助の関係は、そのとき 361 

にはまる団体の人数にもよるでしょうし、どういう役職の方に人件費相当を出 362 

すのかということもあると思うので、明確に何を聞きたいのかわからないので 363 

すけれども、基本的な方針は変わらないかということでいいですか。 364 

清  水     基本的な方針の内容を教えてほしいのです。 365 

委 員 長     わかりました。答弁願います。 366 

田上課長補佐   今ご質疑のあった件ですが、基本的には人件費補助、個別に予算積算をしてい 367 

るわけではなく、全体としてそれぞれの団体に幾ら補助金を出すと。そういう 368 

中の我々市側の積算根拠の中の一つとしてこれをやっているもので、これでや 369 

りなさいと言っているわけではないのです。個別事項について我々のほうとし 370 

てこの額で積算するという方針を特に持ってやっているわけではなくて、予算 371 

協議の中での対応というものであるとご理解いただければと思います。 372 

稲井主幹     定住自立圏の特別交付税の関係でございますけれども、ご説明のとおり、中心 373 

市、滝川市と砂川市の人口比によりまして一定の金額が配分されるような形に 374 

なっております。ただ、これが150万円という支出との均衡という理解でいいか 375 

ということなのですが、定住自立圏の特別交付税の意味合いとしましては、ビ 376 

ジョン全般、全ての事業に係ってくる中心市としての役割ということがござい 377 

ますので、今総務費で予算計上している150万円に対して割り当てられていると 378 

いう考えではありませんので、そこは一定のルールで特交を受けているような 379 

形になりますけれども、定住自立圏で行っている事業全般、その部分での中心 380 

市としての配分額ということでご理解をいただきたいと思います。 381 

藤司係長     続きまして、同じく定住自立圏に関するご質疑の中で消防費に関してですけれ 382 

ども、こちらにつきましては、定住自立圏共生ビジョンに記載しております内 383 

容ですけれども、29年度におきましては消防団員連携交流事業としまして、滝 384 

川市では１万8,000円を予定しております。 385 

安田係長     電子申請に関するご質疑ですけれども、費用としてかかっているのは電子自治 386 

体共同システム運用保守ということで、道内の自治体で電子申請を受けるため 387 

のシステムに対する保守となっております。こちらの運用保守については、シ 388 

ステムの基盤に係る部分です。ユーザーの登録ですとか、そもそもシステムを 389 

動かしていくための連携の仕組みですとか、そういったところに対する保守も 390 

含んでおりますのと、電子申請システムを利用することで、様式ダウンロード 391 

ということで、申請書のダウンロードができるとか、簡易申請ということで、 392 

アンケートを簡単につくれるとか、庁内的な行事予定表の集約をできるような 393 

システムとか、そういったことが実現可能となっておりますほか、ｅＬＴＡＸ 394 

の審査共同システムなどの基盤に係る部分についても利用できることになって 395 

おります。 396 
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委 員 長     ほかに質疑ございますか。 397 

（なしの声あり） 398 

委 員 長     質疑なしということで、以上で総括の質疑を終結いたします。 399 

 それでは、款別の審査に入ります。 400 

 議会費 401 

委 員 長 議会費の説明を求めます。 402 

竹谷事務局長 （議会費について説明する。） 403 

委 員 長 説明が終わりました。 404 

 質疑に入りますが、質疑ございますか。 405 

（なしの声あり） 406 

委 員 長 質疑なしと認めます。 407 

         質疑の留保はなしと確認をさせていただきます。よろしいですか。 408 

（異議なしの声あり） 409 

委 員 長 以上で議会費の質疑を終結いたします。 410 

 総務費 411 

委 員 長 次に、総務費の説明を求めます。 412 

中島部長 （総務費のうち総務部が所管する部分、一部他の所管の部分も含めて増減の主 413 

なものについて説明する。） 414 

舘 部 長 （総務費のうち市民生活部に関連する予算について説明する。） 415 

委 員 長 説明が終わりました。 416 

 これより関連議案の第18号も含めて一括質疑に入ります。質疑ございますか。 417 

木  下     私のほうから１件だけ質疑させていただきます。 418 

         61ページ、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の中で職員研修に要 419 

する経費、平成28年は632万6,000円、29年度予算279万円です。差額353万6,000 420 

円の減になった要因はどのようなことでしょうか。 421 

須藤係長     職員研修に要する経費の減の要因ということでございますけれども、これまで 422 

実施をしておりました名護市、そして新スーパーマーケット協会への職員派遣 423 

につきまして、29年度から一時中止ということに伴いまして旅費、そして住宅 424 

借り上げ料の減によるものでございます。 425 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 426 

清  水     それではまず、61ページ、一般管理費の地域イントラネットの管理に要する経 427 

費でお伺いしますが、光ファイバー等改修工事1,039万8,000円について、まず 428 

このイントラネットをいつまで使用する計画か。２点目としては、補助金返還 429 

などで使用し続けねばならないので改修するということなのか。３点目、実態 430 

として個人情報電送のために利用しているという実態があるかどうか。 431 

         次に、新築住宅助成金についてですが、今後のスケジュールについて、まず１ 432 

点目、要綱等の策定時期。２点目、詳しい内容の市民や他市町村住民等への周 433 

知方法と時期、パンフレットだとかホームページだとかそういうことです。３ 434 

点目は、事業の開始時期。 435 

         次に、対象者の要件ですが、転入後３年以内と言っておりますが、基準日はい 436 

つにするのか。２点目は、転入前３年以上本市以外に在住していたということ 437 

になるのですが、これは住基台帳上か、あるいは実態か。３点目は、転入前３ 438 

年以上というと一般的には連続した３年間となるのですけれども、過去学生時 439 

代もほかに住んでいたとか、まさかそういうことではないとは思いますけれど 440 
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も、確認をすると、そういうことです。 441 

         ３点目は、新築と言っても、新築に見えるものというのはたくさんあるのです。 442 

例えば、古い住宅の基礎や柱を残して、あとは全て新しいと。これは僕は新築 443 

だと思うのです。というのは性能が上がるのです。性能要件として１から４挙 444 

げられているので、こういったものについては１から４の中の１つを満たせば 445 

よいというふうな新築に対する定義をしているのかどうか。 446 

         ４点目です。建設業者要件ですが、建設業者に直接発注してから買うという方 447 

もいらっしゃいますが、最近は不動産業者が販売をする場合ももちろんありま 448 

す。最近は電気量販店のチラシに住宅まで載っていますが、そういうものまで 449 

含めて、つまり建設業者以外の業者から購入する、しかしそれは市内の業者で 450 

すよ、しかしそれらは市外の建設業者が実際は建てていると、こういうものは 451 

該当になるのかどうか。 452 

         ５点目は、財源として1,980万円のまず財源内訳。社会資本整備総合交付金だと 453 

か、あるいは起債だとか、一般財源とか、また交付税措置はどれぐらいあるの 454 

か。この財源は何年度まで使えるのか。つまり、この制度自体、まずは３年続 455 

けるということでいくのか、５年というようなことでいくのかということも含 456 

めてお伺いします。 457 

         次に、1,980万円というのは、仮に８月の時点で到達したと。さらに申し込みが 458 

あるというようなときに追加をするということが今後あり得ると思うのですけ 459 

れども、しかしその場合、財源として社会資本整備総合債とかというものを使 460 

うとしたら、それは当然前年度に金額も申請しているとすれば、ふえたからす 461 

ぐふやすということにはならないような気がするのです。しかし、とりあえず 462 

一般財源で対応しておいて、その分を後で申請して起債や交付金やそういった 463 

ものを受けれるようなこと、つまり何を言いたいかというと、1,980万円を途中 464 

補正で増額できる余地というのはあるのかどうかということです。 465 

         次に、庁舎等の維持管理で、庁舎防災監視設備更新工事3,400万円、具体的に何 466 

をどう更新するのかというのがさっぱりわからないのですけれども、常任委員 467 

会にも事前説明もなかったので、私は全くわかりません。何階にあるどういう 468 

設備をどう更新するのだということをまずお聞きします。そして、それによっ 469 

て機能向上が当然されるのか、単なる更新なのか、また耐用年数や財源内訳に 470 

ついてもお伺いします。 471 

         コミュニティ施設の運営管理についてですが、67ページです。これについては、 472 

私が以前特別委員会、たしか予特か何かで取り上げたことがあるのですけれど 473 

も、下肢に障害のある施設利用者が男子トイレに行ったけれども、和式なので 474 

利用できないと。それで、何を考えたのか、女子トイレに入っていったのです。 475 

女子トイレには洋式があるのではないかと考えたのだと思うのです。結局あっ 476 

たのかないのかわかりませんけれども、男性が女子トイレに入ったということ 477 

で大騒ぎになったと。そういうことがあったので、いわゆる洋式化を求めた経 478 

緯があるのですが、その後12施設の現状について伺います。 479 

         次、同じページです。街路灯設置費補助金と維持費補助金についてですが、ま 480 

ず設置費補助金は、ご説明のとおり、減っているわけですが、これによってＬ 481 

ＥＤ、ナトリウム灯、水銀灯の割合はどうなるのか。また、電気代が高い水銀 482 

灯がほとんどなくなる、つまりどうしても町内会で補助制度を活用できないと 483 

いう例もあると思うのですが、そういう例外的なところを除けば何年度を見込 484 
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んでいるのか。また、街路灯維持費補助金2,910万円ですけれども、北電の電気 485 

料金が平成25年９月に7.7パーセント、26年11月に15.3パーセント上がる中で、 486 

維持費補助金はどう削減されているのか。起点を、完全に料金が値上がった平 487 

成27年度との比較で補助金が減っているかということでお伺いいたします。 488 

         次に、69ページ、まちづくりセンターですが、まちづくりセンターの駐車場は、 489 

まちセンを設置するための交付金で駐車場部分も購入しているのです。それで、 490 

当時の議会答弁では、みんくる利用者しか駐車できないと。現在は、く・る・ 491 

るも同様の目的があるということで、く・る・る利用者も利用できると。この 492 

規制が解けるのは何年度かを伺います。 493 

         次に、みんくるが指定管理されて２年目となりますが、指定管理前と比較して、 494 

１点目は、利用者数の変化、２点目は、利用料収入の変化、３点目は、年間６ 495 

日間しか休まず、９時から21時までという開館時間は大変長時間で、従業員の 496 

健康管理は大丈夫なのか、４点目は、時間帯ごとの従業員人数体制、29年度に 497 

ついて伺います。 498 

         次に、議案第18号、自転車の安全及び駐輪場の条例についてですが、まず１点 499 

目は、条例実施に伴ってふえる人員や人件費について。また、条例実施に伴っ 500 

てふえる物品購入費や需用費、駐輪場整備費、車両費などについて。３点目は、 501 

法第15条で国の助成措置等が定められていますが、具体的に何が示されている 502 

か。 503 

         次に、条例第３条、市の責務、目的達成のための総合的な施策を行うとされて 504 

おりますが、この総合的な施策とは何か、概要を伺います。 505 

 ２点目は、法第５条で駐車場対策の努力義務が示されていますが、法では需要 506 

の著しい地域等に一般公共駐車場を設置することについて努力義務なのですが、 507 

そこで市庁舎駐輪場の規模拡大について必要だと思うのですが、これまでは高 508 

校生の定期試験期間などはロープを張って広げるとかそういった対策がとられ 509 

てきていると思うのですが、不十分、使いにくいという市民の声が聞かれてお 510 

りますが、これにどう対応されるのか伺います。 511 

         それと、先ほどの部長答弁で、通告してあるものに加えるもの３つお伺いしま 512 

すが、まず62ページの財産管理費が増になる中身として、図書館関係のものが 513 

この財産管理費に含まれるということなのですが、具体的にぴんとこないので、 514 

どんな経費がここに変更して予算化されたのか。 515 

         次に58ページ、セキュリティーの強化策、恐らく電子計算事務に要する経費の 516 

１億円の中の事業だと思うのですが、既に議会事務局に対しても個人的なＵＳ 517 

Ｂは使えませんと、パスワードの入った情報推進室のほうで出したＵＳＢしか 518 

使えません等の説明は受けておりますが、これによって市全体としてはどんな 519 

ことが変わるのかということをお伺いします。 520 

         最後に、70ページ、２款４項選挙費ですが、ここでは東町の６丁目から８丁目 521 

の住民が、すぐ目の前、隣接した道路の向こう側の東町コミセンを投票所とし 522 

て使えないで、そこを横目に見て東小まで行かなければならないと。こういう 523 

ことについて検討が進められるということが答弁等で言われてきておりますが、 524 

既に国政選挙１回を経たと。次の国政選挙がいつかわかりませんけれども、そ 525 

れに向けた進捗状況について伺います。 526 

安田係長     まず、１点目の地域イントラネットについてのご質疑ですけれども、まず補助 527 

金返還などで使用し続けなければならないのかということにつきましては、光 528 
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ファイバーにつきましては平成13年度に総務省の地域イントラネット基盤整備 529 

事業で布設したところですけれども、補助金等に係る予算の執行の適正化法の 530 

財産処分という意味では、10年を経過しているので、返還等は不要となってい 531 

る状況です。 532 

         いつまで使用するのかということにつきましては、現在は布設時とは異なりま 533 

して民間回線のサービスが充実しているところではありますけれども、切りか 534 

えた後の光ケーブルの撤去費がかなり高額なものとなっております。それにあ 535 

わせまして、性能劣化等が見られていないというところから、利用を続けてい 536 

るというのが現状です。ただ、今年度も国道12号の拡幅等で部分的なイントラ 537 

の移設等が求められた場合には、この移設費もかなり大きなものになるという 538 

ところから、そういった事情があった場合には民間回線に切りかえて撤去を進 539 

めていくというようなところで進めております。来年度の予算計上につきまし 540 

ては、江部乙支所と江部乙中学校を切りかえた後の、まだイントラネットの回 541 

線が残っている部分の撤去を進めていきたいとするものです。今後も移設等が 542 

必要となった場合には、徐々に民間回線に切りかえていくようなことで進めて 543 

いきたいと考えています。 544 

         また、個人情報を利用しているのかということにつきましては、現状は学校等 545 

の回線接続等で利用しておりますので、個人情報の電送は利用しておりません。 546 

         それから、セキュリティー強化についてのご質疑もございましたけれども、市 547 

役所全体についてどのような変更があったのかということにつきましては、先 548 

ほどもおっしゃられましたとおり、ＵＳＢの利用制限、それから個人番号利用 549 

事務系におきます二要素認証ということで、今まで知識認証のパスワードにあ 550 

わせまして、所有認証ということでＩＣカードの認証を加えております。こち 551 

らは28年度の委託の中で行ったところですけれども、29年度以降の使用料とし 552 

て計上している部分につきましては、国のほうからの指示によるところではあ 553 

りますけれども、自治体のネットワークをインターネットから分離しなさいと 554 

いう通知がありましたので、インターネットで接続できなくなったことで、イ 555 

ンターネット接続環境を新たに構築したところの使用料、こちらが29年度に計 556 

上しているところです。 557 

熊谷主任主事   まず、新築住宅助成金のスケジュールについてでございますが、新築住宅助成 558 

事業の補助金交付要綱の策定につきましては、３月23日に決定して、４月１日 559 

施行として策定する予定でございます。市民等への説明方法につきましては、 560 

広報たきかわ４月号に掲載するほか、公式ホームページの掲載、それとエフエ 561 

ムＧ′ｓｋｙ「みんなのたきかわ」での周知を予定してございます。また、実 562 

際に施工いたします市内の建築業者等に対しましては、本制度の活用促進を求 563 

めるため、３月23日に住宅施策説明会を開催し、説明する予定でございます。 564 

続きまして、事業の開始時期につきましては、平成29年４月１日からを予定し 565 

ております。 566 

         続きまして、対象者要件についてでございますが、転入後３年以内の基準日に 567 

ついてですが、住民基本台帳上の異動日、住民となった日を基準といたしまし 568 

て、申請受理日が３年以内であることを要件としてございます。続いて、転入 569 

前３年以上本市以外に在住していたというのは、住民基本台帳上での確認とな 570 

ります。それと、学生の期間を含むかについてですが、学生であったかどうか 571 

にかかわらず、住民基本台帳上の住民となった日から起算したいとするもので 572 
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ございます。 573 

松本係長     庁舎等の維持管理に要する経費の庁舎防災監視設備更新工事につきましてのご 574 

質疑にお答えいたします。 575 

         工事の内容につきましては、主に火災時等に使用することとなります防災監視 576 

盤受信機や表示装置と呼ばれる、どこで火災になっているのか表示されるシス 577 

テムや、各階にあります熱や煙等の感知器の更新工事等になります。あくまで 578 

更新工事ということですので、現状の機能からの機能向上については、現段階 579 

において特段想定はしておりません。 580 

         続きまして、耐用年数についてのご質疑ですが、更新を必要とするおおよその 581 

期間を日本火災報知器工業会が示しておりまして、現在設置している機器を交 582 

換する目安といたしましては、おおよそ20年となっております。また、財源内 583 

訳につきましては、起債が2,550万円、一般財源として850万円となっておりま 584 

す。 585 

秋山係長     新築住宅補助金について、先ほど説明がありましたが、その続きについてご説 586 

明させていただきます。 587 

         新築について、古い住宅の基礎や柱を残して使いということでご質疑がありま 588 

したが、ご質疑の内容については基礎や柱が残っている状態ですので、そちら 589 

を工事するとなると大規模な模様がえや大規模な修繕となりまして、新築の扱 590 

いにはなりません。よって、本制度の対象外となります。なお、この場合、住 591 

宅改修支援補助制度、別な制度ですが、そちらの対象にはなると考えます。 592 

         続きまして、建設業要件、市内の不動産業者等が市外の建設業者に外注してと 593 

いうことでありますが、まず市内の建設業許可業者で、建設一式を持っている 594 

者が対象となります。質疑としましては不動産業者等というお話がありました 595 

ので、不動産業者は対象外となります。また、建物の転売についても対象外と 596 

なります。 597 

         続きまして、1,980万円の財源内訳はということなのですが、まず社会資本整備 598 

総合交付金の対象となりまして、990万円が国のほうからの直接交付金となりま 599 

す。そのほか、裏の部分となりますが、起債等にはハード事業ではないため該 600 

当しない、一般財源として990万円を計上して、合計1,980万円ということにな 601 

ります。 602 

         続きまして、この財源は何年度まで使えますかということですが、国の制度と 603 

しましては、社交金として住宅政策の全般、効果促進に当たりまして、国の制 604 

度の変更がなければ国のほうとしては残っていくということになりますが、今 605 

回の市としての制度の設定については総合戦略の期間、平成31年を現在のとこ 606 

ろ考えているというところです。 607 

         続きまして、１年ごとの金額は前年のいつまでの申請かということなのですが、 608 

恐らくは交付申請ということで理解してよかったかなと思うのですが、社会資 609 

本整備総合交付金の効果促進に該当します。先ほどもお話ししました。それの 610 

ヒアリングとして、前年度の４月と10月に北海道のほうと協議し、予算要求の 611 

ほうを設定することとなります。 612 

         また、ご質疑にありましたとおり、予算が底をついたときということでありま 613 

したが、50パーセントを一財で対応していることになります。その時期につい 614 

ては、例えば補助申請の時期、あとは補正予算の時期といろいろ絡んでくるタ 615 

イミングがございますので、そちらのほうを確認しながらということになりま 616 
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すが、基本的には一財である50パーセントを確保する財源がなければ対応でき 617 

ないと考えていますので、一般財源だけでは考えていないというところです。 618 

         あと、事業を始めて交付申請はできるかという質疑でしたが、事前着工という 619 

形になりますので、対象外になりますので、そういうことはできません。 620 

澤田課長補佐   まず、コミュニティ施設のトイレの状況についてですが、市内に12館施設がご 621 

ざいますが、全施設で大便器が72あります。そのうち洋式が38ということで52.8 622 

パーセント、半数以上が洋式という状況になっております。また、全ての館に 623 

おいて、１階、２階という別はございますが、男性、女性がそれぞれ洋式トイ 624 

レを使えるという状況にございます。 625 

         続いて、街路灯の関係ですが、設置の補助と維持費の関係、連動する部分があ 626 

りますので、一緒にお答えしたいと思います。まず、26年度から街路灯のＬＥ 627 

Ｄ切りかえ促進計画に基づき、予算ベースでの数字になりますけれども、まず 628 

26年度、スタート時が933灯2,822万4,000円、この予算措置からスタートしまし 629 

て、29年度は450灯ということで記載のとおりなのですけれども、ＬＥＤの達成 630 

率としましては29年度末で47.32パーセントということで見込んでおります。 631 

         そして、街路灯の維持費の補助金については、またこれと連動する部分になる 632 

のですが、23年度から25年度まで、当時は約3,100万円ぐらいありました。電気 633 

料の相次ぐ値上げがありまして、27年度には3,900万円、そしてその後ＬＥＤの 634 

切りかえ促進も踏まえまして、29年度予算では2,900万円ということで減少して 635 

きております。ピーク時の27年度と比べますと、29年度予算については約1,000 636 

万円減額ができたということになります。これは、街路灯の設置にかかわるも 637 

のでそれだけの効果が出たと捉えています。 638 

         また、ＬＥＤ灯、それからナトリウム灯、水銀灯ということで街路灯には３種 639 

類の種類がございますが、その占有率につきましては、切りかえ促進計画の当 640 

時、26年度についてはＬＥＤ灯が1,345灯、今回29年度実施によって2,751灯、 641 

ナトリウム灯は26年度が2,487、29年度では2,000灯、そして水銀灯は26年度が 642 

1,986灯、29年度の見込みでは1,062灯ということで、結果的に29年度にＬＥＤ、 643 

それからナトリウム灯の省電力となります占有率は81.7パーセントまで上がり 644 

ます。結果的には切りかえ促進計画中の省電力の占有率は約16パーセント上が 645 

っているという効果が出ております。 646 

         今後もＬＥＤ化を進めてまいりますけれども、これまで重点的に切りかえを進 647 

めてきました水銀灯からＬＥＤへの切りかえがおおむね達成された時点で、今 648 

後は電気料の削減効果が少なくなるのですが、ナトリウム灯からＬＥＤ灯への 649 

切りかえを想定して改めて計画を立てたいということで考えております。具体 650 

的に水銀灯がいつなくなるかということについては現時点ではお答えできませ 651 

んけれども、今後とも町内会の要望等、また財政状況も勘案しつつ、最大限に 652 

ＬＥＤ化を進めていきたいと考えております。 653 

         次に、まちづくりセンターの駐車場についてですが、こちらのほうは、駐車場 654 

の整備改修等、国の社会資本整備交付金を用いたことから、まちづくりセンタ 655 

ー専用の駐車場という位置づけとなっております。そのため、まちづくりセン 656 

ターの利用者と駅前商店街等の買い物のお客様とは駐車場を区別しなければな 657 

らないということで、お買い物の方については駅前商店街の無料駐車場を使っ 658 

ていただくようにお願いはしております。今後は、まちづくりセンターの役割 659 

ですとか、また設置目的等、将来的に大きく変わるような状況があれば、国の 660 
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承認を受けて条例改正等を行うようなことになって、駐車場の利用方法が変更 661 

される可能性はあるかもしれませんけれども、今のところ規制が解けるかとい 662 

うような時期等含めて明確にはお答えできません。今のところは現状のままと 663 

いうことです。 664 

         そして最後に、まちづくりセンターの関係です。職員の体制、祝日等の関係な 665 

のですけれども、平成27年度にまちづくりセンターの指定管理者の公募を行い 666 

ました。このときには、直営と同じ水曜日のお休みと年末年始のお休みという 667 

管理基準で募集を行いました。応募いただいた空知文化工房のほうでは、利用 668 

者の利便性、それからサービス向上のために、あえて水曜日を休みとしない、 669 

定期的な休館日を設けないということで運営をいただいております。 670 

         あと、職員の状況につきましては、現在は６名の職員の方が交代で勤務という 671 

ことになっております。６名のうち３名は常時必ずいるような状況になってお 672 

りますが、勤務時間は９時から17時まで、そして17時から21時まではシルバー 673 

人材センターのほうに委託をして、貸し館等の対応をいただいております。現 674 

状としては、特に職員の体制については問題なく管理されているということで 675 

お聞きしています。 676 

         あと、収入等につきましては、まだまちづくりセンターのほうは決算がこれか 677 

らですのではっきり言えないのですけれども、今のところは直営時と比べて、 678 

利用者数、それから利用料金収入も直営時を上回っております。市としては適 679 

切に運営管理が行われていると認識しております。 680 

横山課長     自転車の条例の関係３問のうち２つにお答えしたいと思います。 681 

         まず１問目、条例の実施に伴う費用等の関係、人件費、それから物品購入費、 682 

需用費等々費用、人員の関係でございますが、これは新たに必要になるとは考 683 

えてございません。駐輪場の設置に伴う指導啓発等につきましては、これまで 684 

同様、くらし支援課に配属しております交通安全推進員、それから交通安全指 685 

導員、４名嘱託職員がおりますが、彼らを中心に既存の予算の範囲内で対応し 686 

ていくという予定でございます。 687 

         また、国による助成措置ということでございますけれども、いわゆる自転車法 688 

の第15条、都市計画事業として行う自転車等駐車場の施設整備、用地取得に対 689 

する補助制度でございますけれども、直接的に自転車法からストレートに結び 690 

ついた補助制度というものは特段ないと捉えておりますけれども、滝川の駅前 691 

広場の駐輪場整備のように、都市計画事業全般、広く全般において助成する交 692 

付金等の制度があるというような認識でございます。 693 

         ２点目でございます。目的達成のための総合的な施策とはということでござい 694 

ますけれども、１つ目としては、歩行者の交通安全を妨げるような放置自転車 695 

を指導勧告、撤去するというような直接的な道路環境の改善の取り組みですと 696 

か、それから小中高校生などに対する利用ルールの指導、それからマナーの啓 697 

発など、ソフト対策と相まって具体的な問題、課題に応じて、必要に応じて組 698 

み立てていくさまざまな施策だと捉えてございます。 699 

小田桐課長補佐  市庁舎の駐輪場の規模拡大についてのご質疑ですが、庁舎駐輪場につきまして 700 

は、図書館移転開館以来、中学、高校生のテスト期間に生徒の利用が急増し、 701 

駐輪スペースが不足することから、事前に教育委員会にテスト期間を確認して、 702 

看板等で周知をし、庁舎南側前庭に臨時駐輪場を増設しております。しかし、 703 

駐輪場の恒常的な規模拡大については、敷地のスペース上難しいと考えている 704 
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ところです。現在も教育委員会を通しての駐輪場使用のマナー指導や滝川西高 705 

等学校の教諭による巡回指導等により注意喚起を行っていただいており、今後 706 

も庁舎管理として注意喚起の徹底をいたしますので、ご理解のほどよろしくお 707 

願いいたします。 708 

越前事務局長   投票区の再配置についてなのですけれども、現状、投票区内の街区の選挙人の 709 

数ですとかそういったもの等全て把握しまして、現在まで何度か委員会でもん 710 

でおります。その中で、大まかにというか、ほぼこういった形にしたらいいの 711 

ではないかという素案はできておりまして、今月末の委員会におきましてその 712 

場所を視察に行ってこようと思っております。その後、委員会の中で再調整、 713 

決定いたしまして、また地域の方々とも調整いたしまして最終的な決定となる 714 

と考えております。 715 

松本係長     図書館の維持管理に要する経費から総務費のほうに移管した理由ということで 716 

ご質疑がありましたことに対してお答えさせていただきます。 717 

         図書館の施設維持に係る経費の額を明確にしたいという考えで、新図書館オー 718 

プン当初からこれまで教育費で計上していたところであります。燃料費、光熱 719 

水費、委託料等の図書館の維持管理に要する経費なのですが、新図書館がオー 720 

プンしてから５年経過したことによりまして、図書館施設の維持管理に関する 721 

経費につきまして実績を十分に把握できたということによりまして、当初、こ 722 

れまで予算を区分けしてきた目的は既に十分に果たしたであろうという判断を 723 

させていただきまして、総務費の庁舎の維持管理に要する経費に燃料費、光熱 724 

水費、委託料等の図書館の維持管理に要する経費につきまして移管したいとす 725 

るものでございますので、ご理解をお願いいたします。 726 

清  水     自転車に関して、４名の嘱託職員で対応されるというご答弁だったのです。イ 727 

メージとしては、今たくさん既にこの条例の撤去対象になるであろう自転車が 728 

何割かあると思うのです。それがなくなれば現在の駐輪場管理の手間よりも楽 729 

になるというイメージは持ってはいるのですが、最初は大変だと思うのです。 730 

何百台とかに告知したり、そういう作業が。初期的にはくらし支援課の、４人 731 

だけでなくてみんなでやって、ある時点から４人で回すよという、そういうふ 732 

うに私は受けとめたのですけれども、お伺いしたいと思います。 733 

横山課長     嘱託職員４名で対応ということでございます。基本的に条例を作成しまして、 734 

自転車を公共の場所、道路ですとか公園等にあるものを撤去できるとなってご 735 

ざいます。かつて平成20年代前半、20年、22年ぐらい、実は駅前のスマイルビ 736 

ル前の公開空地でしたか、あの周辺にかなりの数の自転車が放置されていた時 737 

期がございました。その後、うちの嘱託職員を中心に職員も先頭に立って警告 738 

をやってまいりまして、現在ではほとんど、５台から10台程度がたまに見受け 739 

られる程度になってございます。 740 

         現時点の想定といたしましては、実は駅前広場駐輪場というのが４月から開設 741 

いたします。駅前の形が変わります。人の動線も変わります。自転車の流れも 742 

変わります。どこにどのような形で自転車の違法駐輪といいましょうか、そう 743 

いったものがされるというのは現在想定はされておりませんが、清水委員おっ 744 

しゃるとおり、最初が肝心だと思っております。最初の４月、５月、雪解け時 745 

期はまめに嘱託職員を中心に巡回をして指導をして、新しいルール、マナーを 746 

皆さんに身につけていただきたいなと考えてございます。 747 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 748 
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井  上     それでは、61ページ、ふるさと納税の関係なのだけれども、非常に担当のほう 749 

も頑張っているようですけれども、今、歳入の花形にもなっているのだけれど 750 

も、実はこの間「プレス空知」を見たら、小さなまちでも結構伸ばしてきてい 751 

る。何かアイデア勝負のような感じがするのだけれども、ふるさと納税の関係 752 

で7,300万円余が計上されているのだけれども、実際に委託料とその他諸費の関 753 

係、この中身をもう少し詳しく知らせてほしいのと、いわゆる返礼品が人気の 754 

度合いになっているのではないかと思うのですけれども、滝川においては人気 755 

のランクはどのようになっているのか、そのうち農産品の割合はどのようにな 756 

ってきているのかお伺いします。なお、大分目標も上げたようですけれども、 757 

特別なことしの作戦が考えられているのか、特に返礼品についてはどういうふ 758 

うに考えているのか。それから、代表質問でもあったのだけれども、過剰なと 759 

いうか、見直しも総務省のほうから出るようなことも言われているのですけれ 760 

ども、そういう場合に滝川市で影響をこうむるようなことがあるのかどうか。 761 

         次、65ページ、庁舎管理の関係だったのですが、先ほど清水委員の質疑にもあ 762 

ったのだけれども、3,400万円の庁舎防災監視の工事の関係だったのだけれども、 763 

先ほどの答弁を聞くと、どうも業界のめどというか、自主判断というか、そう 764 

いうようなことになっているような答弁だったのだけれども、これは実際に契 765 

約的にどのようになっているのか。これというのは競争入札の原理が働くのか。 766 

それと、もう一つは、今までこの関係で不都合がいろいろあったのかどうかお 767 

願いします。 768 

         それと、同じ65ページなのですが、江部乙の改善センターだと思うのですけれ 769 

ども外壁改修工事ということでここへ出ているのですけれども、江部乙の改善 770 

センターの関係の改修というのは年次的なものなのか、これからも続く形での 771 

計画があるのか。というのは、代表質問の中で全体的に新しい計画を立てなけ 772 

ればならないような答弁があったように記憶しているのですけれども、それと 773 

の関連についてお願いします。 774 

         次、67ページ、空き家の適正管理に関する36万3,000円なのだけれども、平成24 775 

年に空き家法が滝川独自で制定されて、かなり空き家の適正管理が進んでいる 776 

と聞いているのだけれども、実際にこの関係については、そちらの危険空き家 777 

のほうの関係で何か新しい施策を進める上での費用なのかどうかについてお伺 778 

いします。 779 

委 員 長     ここで休憩とします。再開は13時といたします。休憩いたします。 780 

休  憩 １１：５５ 781 

再  開 １２：５８ 782 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 783 

         井上委員の質疑に対する答弁を求めます。 784 

万年係長     ふるさと納税の経費の主な内訳ということでお答えさせていただきます。 785 

         まず、ふるさと納税業務委託料1,296万円、これはインターネットのポータルサ 786 

イトに載せる掲載料となっております。そして、その他諸費の内訳ですけれど 787 

も、一番大きなものは返礼品、これが5,576万4,000円、そしてヤフー公金とい 788 

いまして、クレジットカードの決済、このお金が274万円、あとは郵便料等の事 789 

務費となっております。 790 

         そして、返礼品の中で人気のあるものですけれども、まずジンギスカン、そし 791 

てアイガモ、野菜という順になっております。野菜の占める割合、これは約３ 792 
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割となっております。 793 

堀之内課長    今年度のふるさと納税の作戦といいますか、事業展開、それから返礼品の関係 794 

の質疑がありました。 795 

         まず、事業展開としましては、過日行われました代表質問の中でも本間議員の 796 

質問にありましてご答弁させてもらっていますが、調査データなんかによりま 797 

すと、ふるさと納税のやり方がわからないといった人が多いということがござ 798 

いますので、ふるさと納税のやり方と北海道、滝川市というものを結びつけた 799 

取り組み、これが効果的ではないかと考えておりまして、滝川市と関係のある 800 

企業等へ訪問して特産品の説明ですとか直接やり方を伝えるといったいわゆる 801 

営業型の事業展開、こういったものを目指していきたいと考えております。ま 802 

た、昨年委員の皆さんにも大変お世話になりましたが、首都圏のＰＲ事業、こ 803 

れについてもターゲットを絞っていくような形で、場所の特定も今後進めなが 804 

ら、こちらも同時に展開していきたいと考えておりますので、これについても 805 

またご理解、ご協力をいただければ大変助かると思います。 806 

         それと、国の、いわゆる新聞報道等でもにぎわせております過剰な部分の関係 807 

ですけれども、まず返礼品につきましては、議会の答弁でもさせていただいて 808 

おりますが、おおむね４割程度としております。これは我々としては全国的に 809 

はスタンダードなものであろうと考えておりますので、過剰なものにはなって 810 

いないと。それから、返礼品の、いわゆる高額、高価な、換金性が高いとか、 811 

そういったものは用意しておりませんので、これも総務省の指導に抵触するも 812 

のはないと考えておりますので、引き続き地元事業者と連携をとりながら進め 813 

ていきたいと考えております。 814 

松本係長     庁舎防災監視設備更新工事についてのご質疑ですが、業界によります更新に関 815 

する年数についての情報につきましては、あくまでもおおよその目安としてこ 816 

ちらとしても考えておりまして、今回工事を予算に計上しております要因とい 817 

たしましては、その目安も要因の一つではありますけれども、機器のメンテナ 818 

ンス期間の関係で交換部品が供給されなくなる可能性が今後高くなるというこ 819 

とも要因となっております。このような要因を総合的に判断いたしまして計上 820 

させていただいたものになります。 821 

         また、業者の選定に関しましては、予算が可決いたしましたら一番ベストと考 822 

えられる手法で選定していきたいと考えておりますので、ご理解願います。 823 

         また、これまで機器につきましてふぐあいや不都合があったかというご質疑で 824 

すが、火災報知器の検査等を適正に行っていることから、特にふぐあいという 825 

ものはこれまでも発生していないということでお答えさせていただきます。 826 

東主任技師    農村環境改善センター外壁等改修工事につきましては、個別具体的計画が定ま 827 

る前ですけれども、正面玄関の外壁タイルが落下している部分の安全性確保を 828 

優先とした修繕でございます。 829 

大橋係長     危険空き家についてのご質疑にお答えいたします。 830 

         こちらの対応につきましては、所有者の方々に対する文書指導のほか、電話や 831 

直接訪問による指導を繰り返し行うなど、接触の機会を数多くとる中で解決に 832 

向け対応しているところです。これまでのこういった粘り強く話し合いを進め 833 

た結果、平成24年以降、危険空き家として認定した物件79件のうち既に解決し 834 

たものが46件あり、現在修繕中や解体の意思表示をしたものが19件と、解決に 835 

向け対策が進んでいる状況です。このような対策の中で、平成24年度以前から 836 
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対応してきた物件が、時間はかかりましたが、解体に向かったケースも出てき 837 

ているような状況ということでございますから、平成29年度に向け新たな施策 838 

は今のところ検討しておりませんが、今後もそれぞれの物件についてパトロー 839 

ルなどにより建物の状況を常に把握し、その時々の状況に応じ適切な措置をと 840 

るなど、住民の生命や財産の保護に努めてまいりたいと考えております。 841 

井  上     返礼品の金額については割り返せばわかるのだけれども、何パーセントになっ 842 

ているのか。それでまず、私ちょっと気になっていたのは、返礼品が、先ほど 843 

の人気ランキングにあるように、野菜のほうもある程度高い割合になっている 844 

ということなのだけれども、米のほうはどんな感じになっているのか、それが 845 

１つと、もう一つは、やり方の作戦で企業訪問というようなことが言われたの 846 

ですけれども、実際これはどこの部がどういう形でやられるのか。担当課だけ 847 

でやるのか、あるいはもう少し大きな、滝川会とかいろいろなことでやられる 848 

のか、あるいは東京在住の人に特別そういう特命を持った人にお願いするのか、 849 

その辺何か考えがあるのか。私、一緒に東京にこの関係で行ったときに、前副 850 

市長の鈴木さんも来てくれたのだけれども、そういう人の活用だとか、その辺 851 

考えておられるのか。 852 

 それと、庁舎の関係については、私が言ったのは、いわゆる委託業者の形にな 853 

っているのか。もしそうであれば、その中に更新の契約というのがあるのでな 854 

いのかなと思って、それで聞いたのだけれども、そのあたりどういうふうにな 855 

っているのかお願いします。 856 

委 員 長     井上委員、先ほどのご答弁で寄附額の４割というご答弁があったのですが、そ 857 

れは除いていいですか。 858 

井  上     いいです。 859 

委 員 長     ほかの件での答弁を求めます。 860 

松本係長     ただいまのメンテナンスの関係ということだったのですけれども、委託に関し 861 

て、委託業務の中にメンテナンスというのは特に全く入っていない形になって 862 

おります。 863 

万年係長     米の割合は約１割となっております。 864 

副 市 長     企業訪問というのはどんな形でやるかということでございますけれども、今も 865 

滝川市役所全体で全ての会議、いろんな会議で進めていることは全庁的にやっ 866 

ております。ただ、先ほどおっしゃっていました東京滝川会ですとか札幌滝川 867 

会、いろんな会員の方がいらっしゃいます。そういう方にご紹介をいただいて 868 

いるのですけれども、そういうところを重点的にやって、先ほど財政課長が答 869 

えましたけれども、ふるさと納税のやり方がわからないということであれば、 870 

そういうところに個別訪問して、一人でもふやしていきたいという形で全体的 871 

に取り組んでいきたいと考えています。 872 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 873 

三  上     まず、61ページの外国青年招致事業の関係なのですが、1,400万円。29年度、何 874 

人の受け入れを考えているのか、それと活動内容、そもそも外国人青年招致と 875 

いう事業の目的、これを伺いたいと思います。 876 

         ２点目です。空き家の関係、今説明ありましたけれども、79件の危険空き家が 877 

あったと。今減少しているということで、今回空き家については36万円ちょっ 878 

との予算組みなのですが、先日室蘭で全道初の行政代執行をしたというニュー 879 

スがありまして、29年度、行政代執行をするような危険空き家というのはない 880 
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と思いますけれども、その辺の状況を伺いたいと思います。 881 

         ３点目、広報についてです。昨年あたりから、広報が配布されるのですが、穴 882 

があいてきておりません。経費削減の関係で穴をあけないようになったのだと 883 

思いますが、結構高齢者の皆さんはあれを大事にとじているのです。その関係 884 

で私のところにも苦情が何件か来ますけれども、なぜあけなくなったかという 885 

市民説明というか、市民にそういう周知をされているのか、また今後される予 886 

定があるのか伺いたいと思います。 887 

山内課長     外国青年招致事業に関する何人かと経費の内容、それから活動内容、そもそも 888 

の目的ということでございます。 889 

         29年度におきましては３名を予定しております。活動内容、目的につきまして 890 

は、このプログラムは通称ＪＥＴプログラムというものでございまして、ジャ 891 

パン・エクスチェンジ・アンド・ティーチングプログラム、語学指導等を行う 892 

外国青年招致事業ということで、総務省、外務省、文部科学省及び総務省の外 893 

郭団体になります一般財団法人自治体国際化協会、通称ＣＬＡＩＲというとこ 894 

ろの協力のもとに実施されている内容でございます。外国語教育の充実と地域 895 

レベルの国際交流の進展を図ることを通して、日本と諸外国との相互理解の増 896 

進と日本の地域の国際化の推進に資することを目的として実施されている事業 897 

でございまして、この事業を活用して私ども滝川市において招致事業をやって 898 

おりますが、当市におきましては各種イベントの企画立案、語学指導等、それ 899 

から外国語発行物の翻訳監修などを行っているところであります。 900 

大橋係長     空き家の代執行の関係についてご答弁させていただきます。 901 

         平成24年度に条例を制定いたしまして、それ以降滝川市で行政代執行を行った 902 

ケースはございません。代執行を行うためには、指導、助言、勧告、命令、そ 903 

して命令に従わない場合は代執行という形になるので、代執行になるまでは指 904 

導を始めてから１年以上はかかるものと考えております。平成29年度予算措置 905 

しています36万3,000円につきましては、簡単な最低限の修理代、そういったも 906 

のを計上しているものでございまして、仮に代執行を行う場合は補正予算を組 907 

むというような形になるかと思います。 908 

深村課長     私のほうから広報紙の穴あけのことに関しましてご答弁させていただきます。 909 

         実は広報をとじるファイルでございますけれども、こちらのほうは従前印刷会 910 

社のほうから善意で、ご好意で寄贈していただいておりました。そちらの会社 911 

が営業できなくなったということで、それに関連してファイルのほうの寄贈も 912 

いただくことができなくなりました。そうしたこともあって、ファイルを寄贈 913 

いただく前提で穴あけをし、保管をしていただくということで取り組んではい 914 

たのですが、そうしたことから市といたしましては、紙面の有効活用という部 915 

分も含めて、中央部分もフルに使った中での広報紙の作成といった観点から、 916 

昨年からですか、穴をあけなくなっております。保存年限につきましても、１ 917 

年以上保存していらっしゃるという方のウエートも少なかったという部分もあ 918 

りましたので、そうしたことから、穴あけのほうについては見送らさせていた 919 

だいております。 920 

         なお、この件につきましては、当初お電話等でも苦情等いただいた経過はあっ 921 

たのですが、改めて広報紙のほうに囲みの中で穴あけをしなくなった理由等も 922 

付した中でご説明をさせていただいていたという経過もございます。今後にお 923 

きましても、市民の方からの問い合わせがあった際には親身な対応は心がけて 924 
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いきたいと思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 925 

三  上     外国人の招致の関係なのですが、後で出てくる教育費にＡＬＴの関係で2,287 926 

万円予算計上されているのです。それで、ここ総務費では外国人の語学の関係 927 

で1,417万円だということを話されています。この整合性というのは何なのか。 928 

もしそうであるのであればこれは教育費に行くべきものでないのかなと思いま 929 

すので、そこを詳しく伺います。 930 

山内課長     ここの部分につきましては国際交流員の予算措置でございまして、教育費につ 931 

きましては外国語指導助手ということで、通称ＡＬＴ、アシスタント・ランゲ 932 

ージ・ティーチャーということになっております。それで、総務費については、 933 

３人の国際交流員という役割の者の分の予算がついているところであります。 934 

委 員 長     要するにＪＥＴプログラムで使っている３名を学校で使っているのではないか 935 

という質疑です。 936 

山内課長     国際交流員につきましては、この職務についてはさまざまな職務があるのです 937 

が、基本的には地域において国際交流活動に従事する者が国際交流員でござい 938 

ますが、学校においても活動する場合がございますが、主たる業務につきまし 939 

てはあくまでも地域の国際交流活動ということになっておりまして、語学指導 940 

に主に従事する者についてはＡＬＴということになってございます。ですから、 941 

学校のほうに常駐でとか、そちらを主にということでは現在行っておりません。 942 

三  上     わかりました。外国の交流活動がメーンだということですね。そうであるなら 943 

わかるのですが、その活動の内容というのが市民はよくわかっておりません。 944 

どのように知らせますか。 945 

山内課長     ＪＥＴプログラム自体につきましては、ただいま申し上げましたとおり、職種 946 

は実は３つございまして、外国語を主に指導するＡＬＴ、アシスタント・ラン 947 

ゲージ・ティーチャー、それからただいま申し上げました地域におきまして国 948 

際交流活動に従事する国際交流員である通称ＣＩＲという者、それから地域で 949 

主にスポーツを通して国際交流活動に従事するＳＥＡというのがあるのですが、 950 

当市では採用しておりませんけれども、これらにつきましては職種分け等につ 951 

いてなかなかご理解いただいていない部分もございますので、これにつきまし 952 

ては広報等を今後活用いたしまして、少しでも理解していただけるように努力 953 

してまいりたいと思いますので、ご理解いただければと思います。 954 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 955 

小  野     まず、63ページ、２款１項３目企画費として滝川市地域公共交通活性化協議会 956 

補助金、金額は小さい、５万円とあるのですが、去年もついたのですけれども、 957 

これの具体的な活動内容についてお聞きします。 958 

         それと、広報の配布等の報償費ということで去年より減額、9,000円下がってい 959 

るのですが、広報配布については去年もお聞きしたのですが、これについては 960 

町内会の会長報告により配布量を決定していると思うのですが、変更届の中身 961 

を精査して減額したのかどうかをお聞きします。 962 

         それから、さっき街路灯の工事で皆さんお聞きしましたけれども、街路灯設置 963 

の中で全く手つかずの地区があるのかどうか、それをお聞きします。 964 

         それと、市民が活躍するまちづくり活性化事業補助金なのですが、再構築され 965 

たということで継続しておりますけれども、若者を初め新たな担い手がまちづ 966 

くりに参加する仕組みとありますけれども、これはどういう事業というか、中 967 

身的なことをお聞きします。全体的に制約があり過ぎてＰＲが不足しているの 968 
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でないかという感もあるのですが、その辺も一緒にお聞きします。 969 

         それから、町内会等活動促進事業補助金、前年から見ると50パーセント削減さ 970 

れているのですが、社協の申請サポート事業のほうに移行ということなのです 971 

が、これについても補助金団体の活用というのが少なくてこのような結果とな 972 

ったと思うのですが、この辺についての説明をお伺いします。 973 

         それと、一般乗合バス運行負担金、12万8,000円減額になっています。この減額 974 

の理由も、実際的に本当に利用が少なくなったのか。買い物バスなど結構運用 975 

しているところがあるので、その辺の影響もあるのかどうか、その辺も一緒に 976 

お聞きします。 977 

稲井主幹     １点目の地域公共交通活性化協議会の役割でございますけれども、１点目とい 978 

たしましては、市内バス路線の維持確保に関する協議の場であります。２点目 979 

といたしましては、滝川市内線の国庫補助申請にかかわります内容の承認の場 980 

としての役割を果たしております。３点目ですけれども、バス利用促進策の検 981 

討、実施ということで、例えば高齢者あるいは小学生に対するバスの乗り方教 982 

室の実施ですとか、商店街と連携しましたバス乗車トクトクサービスカード事 983 

業の実施、こういったものが挙げられます。 984 

         それから、一般乗合バス運行負担金に関するご質疑の件でございますが、バス 985 

路線の維持にかかわります市の予算といたしましては、１つは、複数の自治体 986 

にまたがる広域路線の維持、それからもう一つは、滝川市内で完結します市内 987 

線の運行の維持に関する経費がございます。そのうち前年予算から減額をいた 988 

しました主な理由といたしましては、広域路線であります滝川－奈井江線が大 989 

きく影響してございます。本路線は、国と道、それから一部市町の補助によっ 990 

て赤字を補填しているような形で運行しておりますが、昨年12月１日からバス 991 

ダイヤの見直しを行いまして、より効率的な運行ということで経費削減、赤字 992 

が減少するような形で見直しを行いましたことから、このような予算計上に至 993 

ったところでございます。 994 

高木係長     広報配付等報償費についてご答弁させていただきます。 995 

         平成28年10月１日時点におきまして各町内会から報告をいただいております世 996 

帯数の予算となっております。また、変更につきましては、随時、広報広聴係 997 

と連携いたしまして、各町内会からいただいた変更届に基づきまして対応して 998 

おります。 999 

横山課長     街路灯の関係についてお答えいたします。 1000 

         大変申しわけございませんけれども、今手持ちの資料で手つかずがどれくらい 1001 

ということは申し上げられないのですけれども、間違いなく少なからず手をつ 1002 

けられていない町内会というのはあると認識をしております。先ほど澤田補佐 1003 

のほうからも答弁いたしましたように、来年につきましては400灯余りを切りか 1004 

えをしていこうと考えてございますが、実際のところ水銀灯がどのぐらいある 1005 

かといいますと、まだ1,000灯以上ございます。そういった中で、これからは手 1006 

を挙げていない町内会にも市のほうで働きかけていきながら、各町内会の経費 1007 

も減らしていくというようなことができるようにという取り進めを今後してい 1008 

きたいと考えてございます。 1009 

澤田課長補佐   私のほうからは、市民が活躍するまちづくり活性化事業補助金、それから町内 1010 

会等活動促進事業補助金について回答いたします。 1011 

         市民が活躍するまちづくり活性化事業補助金については、申請団体の40歳未満 1012 
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の方、人数が30パーセントを占める場合に補助金を５万円アップするなど、28 1013 

年度から制度設計を行いました。ただ、実際には、相談は数件は来ていたので 1014 

すが、新規で申請とつながったものは残念ながらゼロです。そして、継続事業 1015 

が１件という状況でありまして、広報、ホームページ等でＰＲを行ってまいり 1016 

ましたが、今後も引き続き周知を行ってまいりたいと思います。また、今後の 1017 

状況を見ながら制度設計の見直しなんかも含めて検討したいと考えております。 1018 

         そして、町内会等活動促進事業補助金については、社会福祉協議会のほうの申 1019 

請サポート事業と内容が酷似しているということで、28年度から新規の受付を 1020 

市としては終了して、今のところは27年度までに申請いただいた、残っている 1021 

継続事業だけの分の補助ということなので、今回予算額が減っております。参 1022 

考までに町内会等の活動事業に関しては、５件程度市にも相談が来ておりまし 1023 

て、社会福祉協議会のほうにも紹介という形でつないでおります。 1024 

小  野     広報配布の報償費についてお伺いしたのですが、各町内会、届け出が出ていて、 1025 

それに対応しているということなのですが、私も１つの町内会長をやっている 1026 

のですが、その対応をしている記憶がないのです。その辺を確認したいので、 1027 

再度あれするということなら、もう一回再確認して、改めたことをやるという 1028 

必要があると思いますので、その辺確認いたします。 1029 

委 員 長     休憩します。 1030 

休  憩 １３：２８ 1031 

再  開 １３：３０ 1032 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1033 

         答弁を求めます。 1034 

横山課長     昨年も小野委員から同様の質疑いただきました。広報報償費の関係の文書は４ 1035 

月と10月に配布させていただいております。この後４月を迎えて新たな文書を 1036 

配布するということになりますが、そこの中にはまた一文を加えて周知をして 1037 

いきたいと思いますし、町内会長の皆様にはそこの文章にちょっと強調して書 1038 

かせていただきますので、しっかりと現数を報告していただいて、適正な枚数 1039 

といいますか、数字を申告していただいて、それに基づいてお支払いをしてい 1040 

くという形をとっていきたいというふうに考えてございます。 1041 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 1042 

水  口     62ページ、企画費の中の國學院短大の修学奨励金ということで747万円について 1043 

なのですが、平成27年度に地方創生という中での事業として新設されて、その 1044 

ときには西高生から１名、それからいわゆる修学奨励金ということで上限30万 1045 

円、20件と、こういう予算でスタートしているのですけれども、今年度の747 1046 

万円もそういう振り分けになっているのかということと、西高の１名と上限30 1047 

万円の20件、どれほどの実績があるのか、あわせてお尋ねをします。 1048 

         それから、もう一点でございますが、64ページの財産管理費、ストックマネジ 1049 

メントの推進に要する経費の公共施設修繕事業1,080万1,000円、これの主な内 1050 

訳をお聞かせいただければと思います。 1051 

稲井主幹     國學院短大の奨励金に関しまして、地方創生で当初計上いたしました件数とい 1052 

たしましては30万円の奨励金について20件でございましたが、29年度の予算に 1053 

つきましては17件で計上させていただきました。そして、西高からの学校長推 1054 

薦によります進学の奨励金でありますけれども、当初１件で予算措置をしてい 1055 

ましたところ、29年度につきましては２件ということで計上をさせていただき 1056 
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ました。実績でございますけれども、初年度の20件を予算措置をした中での実 1057 

績でございますけれども、30万円の奨励金については14件、そして西高の推薦 1058 

のほうについては予算どおり１件ということでございます。 1059 

東主任技師    公共施設修繕事業1,080万1,000円の内訳なのですけれども、丸加高原オートキ 1060 

ャンプ場浄化槽の修繕が49万6,000円、美術自然史館受水槽ポンプ部品交換が21 1061 

万9,000円、音楽公民館排煙窓及び電気設備修繕が28万9,000円、美術自然史館 1062 

消防用設備機器更新が640万4,000円、まちづくりセンターの消防用設備の更新 1063 

が149万5,000円、同じく航空動態博物館の消防用設備機器の更新が14万7,000 1064 

円、あと非常用照明設備の更新が６施設合わせまして174万7,000円の合計1,080 1065 

万1,000円となっております。 1066 

水  口     ストックマネジメントは主なものと聞いたのですが、細かく教えていただきま 1067 

して、ありがとうございました。 1068 

         それから、奨励金のほうなのですが、その年の実績によって、次の年の上限30 1069 

万円、何件を予算化するかというのはその年その年で難しいのだろうなと思う 1070 

のですが、それで西高が、当初１件の予定が、ことしは２件ですと。これは、 1071 

その年によって１件だったり２件だったりというような、そういう考え方なの 1072 

か、それともその年の進学の状況で件数を判断していくのか、西高が１件、２ 1073 

件と動く、その理由をお知らせいただきたいと思います。 1074 

稲井主幹     奨励金の件数の算定に当たりましては、まず30万円の奨励金につきましては、 1075 

ある程度前年の実績ですとか、まだ２年目ということもございますので、今後 1076 

の動向を踏まえて判断していきたいと思います。 1077 

         西高の奨励金につきましては、基本的に何人というところでやっていくのかと 1078 

いうことについてはフリーハンドということではないと思っていますので、例 1079 

えば地方創生の効果検証ですとかそういったことも含めて予算計上の際にご説 1080 

明はしていきたいと思っております。今回に関しては説明が不十分ではないか 1081 

というご指摘なのかと思いますが、そういった形で進めていきたいと思ってお 1082 

ります。 1083 

水  口     その年によって１件なのか２件なのかによって、生徒だったり親だったりが２ 1084 

件あると思って目指すのか１件あると思って目指すのか、それによって生徒の 1085 

進路先も変わっていくという、そういうことについて配慮していくという考え 1086 

で統一した件数でいくよとか、そういう考えにはならないと判断していいです 1087 

か。 1088 

副 市 長     水口委員ご指摘のとおり、人数が確定しなかったら親御さん、生徒さんの進路 1089 

指導に影響するのではないかというご質疑です。これにつきましては、昨年は 1090 

就職して滝川に残っていただくという方を前提に生徒を選んでいきました。私 1091 

ども今、商工会議所、國學院短大、私も入って協議会みたいなのを立ち上げて 1092 

進めているのですけれども、今年度は、基本的には短大に進んで本学に行くと。 1093 

本学でも補助金をつくっていただくという中で進めていっています。これも、 1094 

でき得る限り地方創生の中で、滝川に戻ってくるという前提で、人数の確定は 1095 

したいと思いますけれども、今後若干ふやしていきたいという思いはあります。 1096 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 1097 

渡  邊     65ページです。自動車の維持管理に要する経費777万8,000円、前年度よりは減 1098 

になっております。公用車の管理という理解はしています。現有の公用車の台 1099 

数の確認と、これから行財政改革を進める上で適正な公用車の車両数というの 1100 
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はどの程度かお聞きしたいと思います。 1101 

         もう一点、先ほど水口議長、ストックマネジメントの推進に要する経費の中の 1102 

公共施設修繕事業について質疑していましたけれども、私は、ストックマネジ 1103 

メントの公共施設全ての部分でこういうふうな予算をつけるということに対し 1104 

て、それぞれの所管が本来予算づけをして、維持管理をやっている所管がすべ 1105 

きではないのかなというのが１点あります。その辺についての考え。それから、 1106 

こういう小規模、大規模的な修繕をやっていく中で、ストックマネジメントと 1107 

いうのは長寿命化とか集約化とかそういう大義がうたわれているのですけれど 1108 

も、こういう修繕をやる意義について確認したいと思います。 1109 

松本係長     ただいま公用車の関係でご質疑いただきましたことにご答弁させていただきま 1110 

す。 1111 

         台数なのですけれども、29年度の予算で管理している台数というのは、総務費 1112 

だけではないのですけれども、市役所の分で今管理している分を合わせまして 1113 

全部で100台、ちょうど100台ということで予算計上しているところでございま 1114 

す。共用車両や専用車両、配属車両、いろいろ用途はあるのですけれども、現 1115 

在の台数でも足りないと話が出ることも多々あるものですから、現在の台数で 1116 

運用していこうということで今考えているところでございますので、ご理解の 1117 

ほどお願いいたします。 1118 

高橋係長     今回の公共施設の一元管理というか、修繕につきましてですけれども、これは 1119 

公共施設マネジメント計画にも記載のある中身です。効率的な施設の維持管理 1120 

という面で、そういった体制構築を進めるために、日常点検の強化から施設情 1121 

報管理、横断的な視点による修繕計画というか、修繕の優先順位づけ、そうい 1122 

ったもののサイクルを回して、より効率的なものを目指すということで取り組 1123 

んでおります。確かに集約化も大事ですけれども、集約化も進めつつ、現在運 1124 

営している施設の維持保全のレベルも計画的、効率的に進めるという意義を持 1125 

ってやっているものでございます。 1126 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 1127 

（なしの声あり） 1128 

委 員 長 それでは、質疑の留保はなしと確認してよろしいでしょうか。 1129 

（異議なしの声あり） 1130 

委 員 長     以上で総務費、関連議案第18号の質疑を終結をいたします。 1131 

         所管入れかえのため休憩をいたします。 1132 

休  憩 １３：４４ 1133 

再  開 １３：４６ 1134 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1135 

 消防費、公債費、諸支出金、職員費、予備費 1136 

委 員 長 消防費、公債費、諸支出金、職員費、予備費を一括して説明を求めます。 1137 

中島部長 （消防費、公債費、諸支出金、職員費、予備費について増減の主なものなどを 1138 

説明する。） 1139 

委 員 長 説明が終わりました。 1140 

         これより一括質疑に入ります。質疑ございますか。 1141 

木  下     151ページ、13款職員費、１項職員費、１目職員費、給与等に要する経費のうち 1142 

の超過勤務手当、平成28年から見まして502万4,000円の減となっております。 1143 

取り組み内容についてお伺いいたします。 1144 
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須藤係長     私のほうから超過勤務の減の取り組み内容ということでお答えをさせていただ 1145 

きたいと思います。 1146 

         超過勤務の縮減につきましては、財政健全化計画に基づきまして毎年度減をし 1147 

ている状況でございます。取り組みについてですけれども、これまで進めてき 1148 

ております毎週水曜日におけるノー残業デー、そして週休日、休みの日に仕事 1149 

をされた者の振りかえ休暇の取得のさらなる徹底というものが必要だと思いま 1150 

す。これらのほか28年度の取り組みとしましては、業務改善研修を実施したと 1151 

ころでございます。これは、仕事の必要性だとか仕事の進め方の業務改善を行 1152 

ってまいりましたので、今後ともこれまでの取り組みのほか、職員一人一人が 1153 

こういった意識をしながら、職員一体となって取り組んでいくことが必要なの 1154 

かなと考えているところでございます。 1155 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 1156 

三  上     今の超過勤務手当の関係で、手当の予算額も減りましたけれども、時間数では 1157 

トータルでどのぐらいの削減になっているのか伺いたいなと思います。 1158 

         それと、２点目は、通勤手当にもかかわってくると思うのですが、一般職の方 1159 

で市外在住者というのは何人いらっしゃるのでしょうか。 1160 

小畑課長補佐   まず１点目ですけれども、金額ではなくて時間数ということでいきますと、平 1161 

成26年度におきまして、市役所全体ということになりますけれども、全職員で 1162 

３万6,000時間という実績がございます。これは月１人当たりでいきますと14.3 1163 

時間だという計算になっております。この数字をもとにしまして平成27年度か 1164 

ら財政健全化計画ということで策定をし、進めておりますけれども、27年度、 1165 

直近の実績としましては約３万1,000時間ということで、これは月に直しますと 1166 

12.1時間ということで、１人当たり月約２時間ぐらい、割合にしますと大体９ 1167 

割は切る、87パーセントぐらいの執行になったという実績でございます。引き 1168 

続き財政健全化計画の中では金目で減額をしていかなければいけないというこ 1169 

とがございますので、今年度、さらに新年度に向けまして、27年度の実績より 1170 

もさらに時間数の減を進めていきたいと考えております。 1171 

         それから、２点目の通勤手当に絡みまして、市外から通勤している職員の数と 1172 

いうことで、一般会計の職員の数でいきますと８人ということになります。 1173 

委 員 長 一旦休憩します。 1174 

休  憩 １３：５４ 1175 

再  開 １４：００ 1176 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1177 

         ほかに質疑ございますか。 1178 

清  水     それではまず、11款公債費です。146、147ページです。元金が17億8,265万8,000 1179 

円、利子が１億9,233万7,000円ですが、まず臨時財政対策債関係の元金と利子 1180 

それぞれについてお伺いします。 1181 

         ２点目は、29年度末の起債残高は443ページの地方債に関する調書でまとめられ 1182 

ていますが、一般会計の残高見込み168億7,515万2,000円に対する交付税措置額 1183 

の合計、また利率の範囲、上限、下限について伺います。 1184 

         次、13款職員費、150、151ページですが、154人の嘱託職員がここに入っており 1185 

ます。27年度事務概要では嘱託職員の数は200名を超えているのですが、一般会 1186 

計の嘱託職員は154名と。それで、これらの方々に対して、まず１点目、産前産 1187 

後休暇は滝川市では取れるようになっているのかということが１点目です。 1188 
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         ２点目は、同じく嘱託職員が育児介護休暇の対象外になっていることは、これ 1189 

はわかっています。これは大問題だと思うのですが、即時に対象にできるよう 1190 

要綱改正をすべきだと思いますが、どのような改正が必要か。また、総務省か 1191 

ら通知、助言、指導などが来ていると思いますが、どのようなものが来ている 1192 

のか。 1193 

         ３点目ですが、これを実行する場合、まだ制度そのものがないわけだから実行 1194 

にならないのですが、仮に要綱を改正して実行する場合、代替職員が必要にな 1195 

るなど一定の対策が必要になることは当然です。私はハローワーク滝川管内に 1196 

ついて実績を調べてみました。ほとんどというか、100パーセント民間の方です 1197 

が、１年間に育児休暇の利用人数は50人程度なのです。恐らく育児ということ 1198 

でいえば１万人は下らないと思うのです。１万人から２万人。そのうちの50人 1199 

なので、びっくりするぐらい低いなと思います。これを制度化したとしても、 1200 

154人のうち10人が一斉に育児休暇を取るとか介護休暇を取るということにはな 1201 

りようがないと思います。ですから、正規職員を中心とした業務補完は十二分 1202 

に可能と考えるので、そういったことを理由にできませんということにはなら 1203 

ないのだろうと思います。 1204 

         ４点目、年度途中での実施についての考えを伺います。 1205 

万年係長     私からは公債費関連で答えさせていただきます。 1206 

         公債費の元金、利子に対して臨時財政対策債はどのぐらいあるのかという質疑 1207 

ですけれども、臨時財政対策債の元金はこのうち５億1,670万209円、そして利 1208 

子につきましては5,086万2,374円で計上しております。 1209 

         続きまして、起債残高が168億円ほどありまして、それに対する交付税措置とい 1210 

うことですけれども、約半分、５割程度と見ております。 1211 

         現在借りているものの利率、昨年まで借りているものの利率で、低いのは0.2 1212 

パーセント程度、高いのは一番高いので4.85パーセントとなっております。 1213 

須藤係長     私のほうからは嘱託職員の育児休業の関係について答弁をさせていただきます。 1214 

         まず、産前産後の休暇の関係ですけれども、現状、滝川市の嘱託職員について 1215 

は取れる状態にはないという形になっております。 1216 

         次に、育児休業の関係ですけれども、どのような改正が必要かという部分でご 1217 

ざいます。こちらにつきましては、現行、嘱託職員につきましては地方公務員 1218 

法上特別職の非常勤職員という位置づけになっておりまして、地方公務員に関 1219 

する育児休業法の対象とはなってございません。ですので、対象とするために 1220 

は自治体独自の制度として要綱だとかそれなりのものを規定する必要があると 1221 

いう状況でございます。 1222 

         次に、総務省からの通知のご質疑ですけれども、総務省のほうからは、特別職、 1223 

非常勤職員について、法律の適用対象外ではあるがということで、ただし労働 1224 

基準法が適用される非常勤職員であれば対応が図られるべきというような事務 1225 

連絡通知が来ております。しかしながら、現状において特別職、非常勤職員に 1226 

ついて全国の自治体の状況を見ると、対応が図られていないというのが実態と 1227 

してあるということでございます。 1228 

         正規職員での業務補完という部分でございますけれども、現在滝川市において 1229 

は財政健全化計画の真っ最中ということもございますので、組織、人件費の見 1230 

直しを進めている状況である中でそういった対応はなかなか難しいと考えてお 1231 

ります。 1232 
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         また、年度途中の実施ということでありますけれども、先ほど臨時職員の中で 1233 

も答弁をさせていただきましたが、３月７日に国会のほうで地方公務員法、そ 1234 

して地方自治法の一部を改正する法律案が提出されまして、それが平成32年度 1235 

から施行されるということが決定されておりますので、その時期をめどに育児 1236 

休業のみならず、非常勤職員の給与、そしてその他の勤務条件含めて検討して 1237 

いかなければいけないのかなと思っています。清水委員がおっしゃいます職員 1238 

の働きやすい環境という部分においては、滝川市としてもそれはそのとおりだ 1239 

と認識をしておりますので、今後についても勉強していく中で整備をしていき 1240 

たいと思います。 1241 

清  水     13款のほうですが、私は国会の大臣答弁等をもとにこの質疑をつくっているわ 1242 

けですが、これは平成28年11月24日木曜日の参議院総務委員会での質疑、答弁 1243 

になっています。まず、これを確認されたかどうかが１点目です。 1244 

         それでまず、産前産後休暇については高市早苗国務大臣が、産前産後休暇につ 1245 

いては女性の母性保護の観点から、労働基準法において原則産前において６週 1246 

間、産後において８週間の休暇が定められております。各地方公共団体におい 1247 

ては臨時、非常勤職員に関してもこの基準に従った制度を整備すべきでござい 1248 

ますので、平成26年総務省通知でもその旨助言しております。ですから、今答 1249 

弁しましたとおり、今回その制度の整備状況について調査を行っております。 1250 

その結果を踏まえて、未整備団体については整備についてさらに助言を行って 1251 

まいりたいと思いますと。 1252 

         まず、育休、産休、介護休暇の前の産前産後休暇すら、特別職、非常勤公務員、 1253 

いわゆる嘱託職員が取れないと。この方たちは大体５年をめどに繰り返し雇用 1254 

されているということで、仮に途中で妊娠された場合、産前産後休暇がなけれ 1255 

ばやめざるを得ないわけです。場合によっては、無給で休んでいいですよと。 1256 

また来れるようになったら来てください、雇いますからということも可能だと 1257 

もちろん思います。現状、途中で妊娠、出産した場合どういう対応をとってい 1258 

るのか。それをまず伺います。 1259 

         それと、先ほどいろんなことを言われておりましたけれども、ほかの自治体が 1260 

まだやっていないところがあるからとか、あるいは32年度に全面的にそういう 1261 

法改正が施行されるからとか、そういう問題ではないではないですか。一緒に 1262 

働いている職員にこんなに差があっていいのですか。これは当然、ほかがやっ 1263 

ていないからこそうちが先にやろうではないかと。そして、うちもやったのだ 1264 

からみんなもやりなさいと。特に滝川市は定住自立圏の中心市ではないですか。 1265 

ほかがやっていないからなんて、そういう主体性のないことでは私は問題だと 1266 

思うのですが、しかるべき答弁をまず産前産後休暇について求めたいと思いま 1267 

す。それで、産前産後休暇についても、これは要綱改正でできるのでしょうか。 1268 

         次に、嘱託職員の特別職、非常勤公務員の育児休暇、介護休暇について大臣が 1269 

どのように答弁をされているか、読みたいと思います。特別職の非常勤職員に 1270 

ついては、さまざまな職種の方が職務に応じた多様な勤務形態をとっておられ 1271 

ますから、法律で一律の取り扱いを定めることが困難ですので、地方公務員育 1272 

休法の対象となっていません。しかしながら、特別職の非常勤職員であっても、 1273 

労働者性が高く、継続的な勤務が見込まれる方については、現状において要綱 1274 

などで制度を設けて育児介護休暇が取得できるようにすることが適当であると 1275 

考えておりますので、その旨助言をいたしております。こういったことで幾つ 1276 
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も答弁しているのですが、先ほどの３月７日というのは、こういったもののさ 1277 

らに対象外になっている臨時的任用職員を含めた話なのです。 1278 

         私は、最初に通告でも言ったように、特別職、非常勤公務員は要綱を整備すれ 1279 

ばできるのです。そして、先ほど言ったように、たくさん取るわけでないから、 1280 

先ほど財政健全化計画に取り組んでいるからできないとか、このために１億円 1281 

要るのですか、1,000万円要るのですか、500万円要るのですか、よく考えてく 1282 

ださい。重ねて言えば、育児休暇、介護休暇は給料を払わなくていいのです。 1283 

雇用保険から給付されるわけですから。要するに支払う給料は何もふえないの 1284 

です。人をそこに配置するだけの話ですから。これについても、今の答弁では 1285 

余りにも男女共同参画でもないし、責任ある答弁を求めたいと思います。 1286 

委 員 長     休憩します。 1287 

休  憩 １４：１７ 1288 

再  開 １４：２０ 1289 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開します。 1290 

         清水委員の質疑に対する答弁を求めます。 1291 

小畑課長補佐   まず、１点目の国会でのやりとりについて確認しているかというご質疑につい 1292 

ては、内容については承知をいたしております。 1293 

         それから、次の非正規職員が妊娠した場合の対応についてということでありま 1294 

すけれども、実際のところはこれまでも、ほんのわずかな件数であったという 1295 

ふうに記憶しておりますけれども、お子さんができたということで臨時の方と 1296 

か嘱託の方が退職をされたということは聞いてはおりますけれども、具体的に 1297 

所管の長とその職員でどういうやりとりがあって、ただ単に妊娠をしたからと 1298 

いうことなのか、その後の生活設計があってのことなのかという実態について 1299 

は、総務課としては全てを逐一把握しているわけではございません。 1300 

         それから、産前産後休暇についてはすぐやるべきではないか、加えて要綱の改 1301 

正が必要なのかというようなご質疑であったかと思いますけれども、最初の係 1302 

長の答弁にありますとおり、今、国会でそういう議論がされているという中で、 1303 

改正の法律が国会に提出をされて、地方自治体にとっては大規模な改革の内容 1304 

ということでありますので、その法施行を目指して、産前産後の休暇あるいは 1305 

育児休業について、これは一番最後の育児休業をやるべきだという質疑にも絡 1306 

んでまいりますけれども、32年４月に向けての内容の整理について、服務の関 1307 

係だけではなくて給与の面も含めて整理をしていかなければいけないと。その 1308 

中でやっていきたいと現在は考えております。 1309 

清  水     責任ある答弁ではないと思います。 1310 

         まず、地方自治体にとっては大規模な改革だと産前産後休暇をつくることにつ 1311 

いて言われましたけれども、その前にこれまでの実例についてはわずかな人数 1312 

と言いましたよね。わずかな人数ですよ。産前産後休暇は給料を支払う必要は 1313 

ないのです。ただ単に休むだけなのです。どんな小さい会社であろうが、地方 1314 

公務員のこの２つの嘱託職員と臨時職員以外の全ての日本国民には産前産後休 1315 

暇が認められているのです。こういうときに最もおくれたこの状態をわかった 1316 

らすぐ直す、これがそんな大規模な改革なのかと。これぐらいできるかできな 1317 

いかというのは、改めて責任ある答弁を伺います。 1318 

         それともう一つ、育休、介護休暇についても、これはさまざまな給与をどうす 1319 

る、あるいは手当をどうする、総合的な改革が進められる。それはそれで待っ 1320 
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ていればいいではないですか。それはそれこそ法律が変わらないとできないわ 1321 

けだから。けれども、法律を変えなくてもできると大臣答弁でも言っているし、 1322 

実際にやっている自治体もあるわけです。滝川市だってそういうことですぐに 1323 

できるのです。女性の社会進出だとか、育児をしやすい社会環境をつくるだと 1324 

か、介護でやめなくてもいい環境をつくるだとか、いろんなことを今回の市政 1325 

執行方針や教育行政執行方針でも言っています。全ての言葉に唾を吐くような 1326 

ことなのです。きちっとこういうことについては大義に立った行動をとるべき 1327 

だと。そういう点で責任あるご答弁を求めます。 1328 

鎌田課長     いろいろとお話を繰り返しさせてきていますけれども、何も最終的にやらない 1329 

という話を一つもしているわけではありません。ただ、時期というものについ 1330 

てしっかりと周りの情勢も見ながら決めていこうということで話をさせていた 1331 

だいているわけです。今のお話を質疑という形でしていただきましたけれども、 1332 

社会情勢とか、世の中の環境が変わった、国の方針も変わったというようなこ 1333 

とで、こういったものが、これまで助言ということでされてきたものが、法改 1334 

正というような、ある程度縛りを持ったようなもので進めていきましょうとい 1335 

うようなところまで変わってきているという事実があるのだと思います。もち 1336 

ろん清水委員におかれましても、これまでそういった話が出てきていなく、今 1337 

改めて質疑されているということは、社会情勢の変化に伴ってのご質疑だとい 1338 

うふうに理解しています。我々もそういったものに対応しつつ、情報を収集し、 1339 

調査、研究を続ける中で、こういったものの改善が必要だと判断すれば、もち 1340 

ろんそれは判断してやっていくということでご答弁させていただいているわけ 1341 

ですから、そういったご理解をいただきたいと思います。 1342 

委 員 長     清水委員、余り個別のことに深くいかないように留意をしていただきたいので 1343 

すが、堂々めぐりになっている状況に見えます。 1344 

清  水     副市長まで答弁いただかないと。 1345 

 ただいまの答弁では、責任ある答弁だとは感じられません。32年度まで待つ可 1346 

能性が高いなと。新年度中にやるという可能性は極めて低いなと思います。さ 1347 

らに責任ある答弁を求めます。 1348 

鎌田課長     少なくともこれまでお答えしているとおり、新年度予算の中では、産前産後休 1349 

暇も含めての話ですけれども、お金を払わなくていいのだというような話を委 1350 

員はされましたけれども、必要な人員を我々は雇用して仕事に従事していただ 1351 

いているわけですから、休暇を取られたら、かわりの人を当然雇用しなければ 1352 

ならないということになりますので、お金の話はここではしたくありません。 1353 

大きな考え方で質疑されているのだと思いますから。ただ、新年度予算の中に 1354 

はそういったものは含まれておりませんので、現状の中での対応ということに 1355 

ついては考えていないということで答弁させていただいているわけです。 1356 

清  水     本来であれば、既に助言されているわけですから、新年度予算に反映すべき中 1357 

身です。さらに言えば、産前産後休暇期間６週、８週については、その方には 1358 

給料は発生しないのです。代替は６週、８週間だけ臨時職員のような形で雇う 1359 

というやり方もありますけれども、いずれにしてもそんなに費用のかかること 1360 

ではないということははっきりしているのです。それで、総務部長、副市長、 1361 

責任ある答弁を求めたいと思います。 1362 

中島部長     まず、清水委員のこれまでの発言の中で、趣旨については理解はできる。ただ、 1363 

現実的に今、市の情勢からいいますと、そういう制度の確立がされていないと 1364 
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いう状況にあるということはまずご理解をいただきたいと思います。 1365 

         また、先ほど国の法改正のお話もさせていただきましたが、全国の自治体を見 1366 

ても、現実的に今の助言の中で確立ができているかというとほとんどできてい 1367 

ない状況があるので、国の動きの中で法改正という部分が出てきているのでは 1368 

ないかと思っております。ですから、国の動き、あるいは近隣、あるいはほか 1369 

の自治体の状況も勘案しながら、市としてこれは率先してやるべきだという判 1370 

断に立てば、法を待つまでもなく当然取り組まなければいけない部分もあるか 1371 

と思いますが、現実上、国の中で法律の改正という動きが出てきているという 1372 

状況もありますので、この状況も踏まえて、滝川市としてどうしていくかとい 1373 

うことを判断していきたいと考えております。 1374 

委 員 長     それは新年度の途中でももしかしたらあり得るかもしれないということの含み 1375 

でよろしいのですか。そういうことの含みなのかということを確認した上で質 1376 

疑があるのかどうか確認します。 1377 

中島部長     先ほど３月７日の関係の閣議決定のお話をさせていただきました。今後、29年 1378 

度内に国の動きがどういう形になっていくかという部分がまだわからない状況 1379 

の中で、29年度、全く手をつけないという状況を今の段階で市として判断つか 1380 

ない部分もありますので、こういう動きも見ながら、市としてどうしていくか 1381 

という判断を行っていきたいと考えています。現段階で言えるのはそういう状 1382 

況だということでご理解をいただきたいと思います。 1383 

委 員 長     要するに、今の段階で平成29年度内にやるとかやらないとかは確約できないけ 1384 

れども、それは国の動向や、それから庁内の議論もあるでしょう。その中で29 1385 

年度内、途中でも清水委員がおっしゃったようなことに踏み込むかもしれない 1386 

という含みを持たれた答弁だったと理解しますが、それを踏まえてお願いしま 1387 

す。 1388 

清  水     それでは、副市長にお伺いいたします。 1389 

         まず、産前産後休暇については、これは自分の体そのものなのです。夫がやっ 1390 

てくれるとか、親がやってくれるとか、育児とか介護というのは第三者がかわ 1391 

ってできるのです。しかし、産前産後については、産前はいいけれども、産後 1392 

８週は仕事させられないわけだから、やめるかどうかという選択。しかし、こ 1393 

れを休暇にすれば休むかどうかという選択に変わるわけです。その方はずっと 1394 

仕事をし続けることができる。子を産み育て仕事をするという、まさにそれが 1395 

できるわけです。だから、これについては早急に実施するということについて 1396 

の考え。いつやるということは今は言えないにしても、新年度の一定の段階で 1397 

は結論を出すということについてが１点目。 1398 

         育休と介護休暇については、法律まで待つということでなく、現実に大臣の助 1399 

言、つまり国の助言に基づいて要綱を改正して育休、介護休暇をやっている自 1400 

治体が少なからずあるわけです。滝川市が率先してそういう環境づくりをして 1401 

いくということはすばらしいことだと思うのです。そこでは全然ずれはないと 1402 

思うのです。これについても新年度検討を進めるということについてのお考え 1403 

を副市長にお伺いしたいと思います。 1404 

副 市 長     先ほどから、清水委員、私どもは誠心誠意答えさせていただいています。堂々 1405 

めぐりの議論ですけれども、私どもは検討しないとも言っていませんし、やら 1406 

ないとも言っていません。けれども、総務部長も答えましたけれども、国の動 1407 

向を見据えてやるとは言っているのです。ただ、気持ち的には同じですけれど 1408 



- ３３ - 

 

も、これを予算に反映させるかどうかというのは、別にここで答弁することで 1409 

もないし、私どもは検討すると言っているわけですから、そのあたりはご理解 1410 

いただきたいなと思います。 1411 

         私どもがやらないと言っているのだったら、それはいろんなことがあると思い 1412 

ます。けれども、私どもは国の方針を熟知した中で、考えた中で検討していく 1413 

と言っているわけですから、清水委員と考え方は同じだと思っています。ただ、 1414 

今やれというのと、私どもは行政として慎重に判断していかなければならない 1415 

というだけの違いだと思うので、そのあたりはご理解いただきたいと思います。 1416 

委 員 長     清水委員、よろしいですか。恐らく留保をしても市長の答弁も、当然ふだんか 1417 

らこのことは議論されているはずなので、変わるとは思われません。今、含み 1418 

を持たせたご答弁を数回されているというか、清水委員がおっしゃっているこ 1419 

とをそしゃくした上でお答えをされていますので、その辺をご判断した上で質 1420 

疑されますか。 1421 

清  水     いろんな言葉が出るので、例えば法改正、あるいはほかの自治体、あるいは年 1422 

度途中、あるいは検討、いろんなそういう言葉を使ってご答弁されるので、本 1423 

当の考え方が僕には伝わりづらいのです。私がこれを議会で表に出して取り上 1424 

げたのはきょうが初めてです。そこで、最低限、新年度に入って検討を進める 1425 

ということについての副市長のお考えを伺いたいと思います。 1426 

委 員 長     それは明言できないでしょう。先ほどから検討はするとおっしゃっているでは 1427 

ないですか。私は、検討はやぶさかでないということは総務部長からも受け取 1428 

れるので、それでも再度確認しますか。 1429 

副 市 長     ですから、気持ちは一緒です。同じ話をしています。ただ、私どもも行政です 1430 

から、ここで簡単にできる、できないと答弁することは適正ではないと私は思 1431 

っていますので、先ほど総務部長が言ったとおり、私どもとしては国の動向等 1432 

をよく考えて物事を進めいかなければならないと考えています。ただ、清水委 1433 

員のおっしゃっていることは重々わかりますけれども、ここではそんな安易な 1434 

ことを言うべきではないと思っているので、ご理解いただきたいと思います。 1435 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 1436 

小  野     124ページ、消防費、９款１項２目ということでお伺いいたします。災害対策に 1437 

要する経費ということで28万1,000円が前年比プラスになっています。この中身 1438 

について、備蓄に要する分ということで解釈してよろしいのかと、それから13 1439 

節委託料がありますが、この委託料についての具体的な内容と、あるいは委託 1440 

先がわかればお答え願います。 1441 

青山係長     災害対策に要する経費の中の増になっている分ということでございますが、今 1442 

年度実際に避難所を開いたという経過がありますが、その中で足りないものと 1443 

いうのが見えてきましたので、そういうものを購入していくということで、備 1444 

蓄用品をふやすということで予算を計上したところでございます。 1445 

委 員 長     休憩いたします。 1446 

休  憩 １４：４０ 1447 

再  開 １４：４１ 1448 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1449 

         答弁を求めます。 1450 

壽崎係長     13節委託料の内訳につきまして、１件分としましては、私ども産業振興課担当 1451 

になりますが、ふれ愛の里のほうに設置しておりますグリーンニューディール 1452 
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で設置しました風力発電と太陽熱利用設備の保守点検の料金が入っております。 1453 

金額としましては59万4,000円が入っております。 1454 

青山係長     ＧＩＳの要援護者のシステムの関係の保守料が入ってございます。金額は16万 1455 

2,000円となっております。 1456 

小  野     要するにプラス28万1,000円について青山係長が答弁なされた、避難所に対する、 1457 

避難所をつくるためのその中の備蓄ということなのですか。備品だとか備蓄だ 1458 

とかはっきりしなかったので伺います。 1459 

青山係長     避難所を開設したときにいろんなものを運び込んだりするのですけれども、そ 1460 

ういう物品を購入するために予算計上したところでございます。 1461 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 1462 

（なしの声あり） 1463 

委 員 長     ほかに質疑がないということですので、質疑の留保はなしと確認してよろしい 1464 

ですか。 1465 

（異議なしの声あり） 1466 

委 員 長     以上で消防費、公債費、諸支出金、職員費、予備費の質疑を終結いたします。 1467 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 1468 

 明日は午前10時から会議を開きます。 1469 

 本日はこれにて散会をいたします。お疲れさまでした。 1470 

散  会 １４：４３ 1471 


